
No.１２３７

平成 ３１ 年(２０１９）

４月号

この表紙は、市報さかいみなと平成元年２月号を復刻したものです。

この表紙を覚えていますか？

　これは、平成元年２月号を復刻したものです。
　「平成」を元号とする時代は、まもなく幕を
閉じます。この３０年の歴史を振り返り、みな
さんは何を思うのでしょうか？
　元号は変わりますが、「市報さかいみなと」
は変わらず皆さんへ情報を届け続けます。
　これからもぜひご愛読ください。



【申し込み・問い合わせ先】 長寿社会課　地域包括支援センター　☎４７－１１３１

介護予防筋力向上トレーニング事業の
参加者を募集します。

　市では、市民の皆さんに健康で、いつまでも「自分らしく」生活していただくために、介護予防筋力向

上トレーニング事業として、機械を使ったパワーリハビリや誰でも簡単にできる体操を行っています。

　住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができるよう、元気な身体づくりに積極的に取り組んで、

健康寿命（健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間）を延ばし、生きがいを持って

いきいきと過ごしていきましょう。

▼対　象
◇65歳以上で、要介護１～５の認定を受けていないが、足腰が
　弱くなり、日常生活で介護予防を必要と感じている人
◇週1回、５カ月間の参加が可能な人

▼注意事項（参加制限など）
◇要支援１・２の認定を受けている人や、3カ月以内に入院または運動を含む日常
　生活の制限などがある人は、主治医の診断書が必要です。
◇要支援１・２の認定を受けている人は、①・②コースの参加となります。

▼実施期間　５月７日（火）～９月３０日（月）の週１回（計２０回）

▼参加費　１回２００円　※診断書に要する費用は自己負担です。

▼送　迎　①器具コース、③フィットネスAコースは送迎があります。
　　　　　必要な人は、申し込み時にご相談ください。
　　　　　（別途片道４０円が必要です。）

▼申し込み期間　４月１日（月）～１５日（月）

▼内　容

が

す。

コ　ー　ス 曜日
募集人数
（※）

内　　　容 場　　所 時　　間

①
器具コース
（パワーリハビリ）

月 １０人 個々に合ったプログラムに基づき、
専用の運動機器を使ったトレーニ
ングを行います。

いきいきリハビリ
センター
（さかい幸朋苑内）

午後２時～
３時３０分

火 １０人

② 介護予防コース 金 ２０人

ストレッチ体操などのほか、栄養
状態や口腔機能の改善を行い、介
護を必要としない身体を目指しま
す。

保健相談センター
午後２時～
３時３０分

③
フィットネス
Ａコース

火 ２０人

ストレッチ体操や道具を用いた体
操のほか、栄養改善や口腔機能の
向上に必要な知識や技術を学びま
す。

浜の里
（老人福祉センター）

午前１０時～
１１時３０分

④
フィットネス
Ｂコース

金 ２０人
体力に合わせて、ストレッチ体操
や道具を用いた体操を行います。

保健相談センター
午前１０時～
１１時３０分

※申し込み多数の場合は、新規参加者を優先します。
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地域包括支援センター
　　　　　　からのお知らせ

　「地域包括支援センター」をご存じですか？

　このセンターは、高齢者やそのご家族の総合相談窓口で、市役所本庁舎の１階にあります。

　保健師、ケアマネジャー、社会福祉士が複数人数おりますので、「足腰が弱くなってきた」「物忘れが

ひどくなってきた」「そろそろ介護保険を使いたい」といったことから、介護での疲れや悩みなど、さま

ざまな相談に対応しています。

　お電話でも、お越しいただいてもかまいません。訪問もしておりますので、ご気軽にご相談ください。

おれんじカフェさかいみなと
◆ところ　老人福祉センター（浜の里）

◆参加費　１００円

認知症の人を介護する家族のつどい
　認知症に関することや介護の悩みを話す

場所です。

◆と　き　５月１３日（月）午前１０時～正午

おれんじカフェさかいみなと
　どなたでも参加でき、相談や介護など情報

交換の場として気軽に立ち寄れる場所です。

　お茶を飲みながら、一緒に語り合いませんか。

◆と　き　４月２２日（月）午前１０時～正午

おれんじカフェ

はまカフェ（はまかぜ認知症カフェ）

　季節のお菓子・ひきたてのコーヒーなどを

楽しみながら、認知症について学んでみま

せんか？どなたでも参加いただけます。

◆と　き　４月２４日（水）午後１時～３時

◆ところ　済生会地域ケアセンター１階

　　　　　はまカフェ

◆参加費　１００円

　専門のスタッフに、物忘れや介護の相談が

できます。

◆問い合わせ先

　介護老人保健施設はまかぜ☎４２－３１９０

健康づくりのための
　　　　講座のご案内
　市では「フレイル予防」に取り組んでいま

す。

　「フレイル」とは虚弱のことで、その予防

には「運動」「栄養」「社会参加」が大切だ

と言われています。

　「栄養」を摂るためには、『食べることが

できる口』を保つことが大切です。

　いくつになっても美味しく食事が摂れるよ

うに『健口づくり』に取り組みましょう！

◆と　き　４月２５日（木）

　　　　　午後２時１５分～３時３０分

◆ところ　老人福祉センター（浜の里）

◆内　容　要介護の入り口「オーラルフレイル」

　～オーラルフレイルを知って健康長寿～

◆講　師　歯科医師　足立融
あきら

さん

　（あい・あだちデンタルクリニック院長）

◆定　員　７０人

健口づくり講演会

要申し込み
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業務のお知らせ

４月 ５月
備　考２７日

（土）
２８日
（日）

２９日
（月）

３０日
（火）

１日
（水）

２日
（木）

３日
（金）

４日
（土）

５日
（日）

６日
（月）

市   役   所
（市民課市民係）

☎44－ 2111
☎ 47－ 1033

× × × ×
○
臨時
開庁

○
臨時
開庁

× × × ×

【臨時開庁】　住民票、戸籍謄本、印鑑証明の発行、パスポートの交付（受理票持参要）など
　　　　　　午前８時４５分～午後５時１５分　※婚姻・出生・死亡届などは、いつでも当直者が受け付けます。

市 役 所 窓 口

４月 ５月
備　考２７日

（土）
２８日
（日）

２９日
（月）

３０日
（火）

１日
（水）

２日
（木）

３日
（金）

４日
（土）

５日
（日）

６日
（月）

済生会境港総合病院 ☎42－ 3161 × × × ○ ○ ○ × × × ×

日曜休日応急診療所 ☎44－ 4173 × ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○

病 　 院

４月 ５月
備　考２７日

（土）
２８日
（日）

２９日
（月）

３０日
（火）

１日
（水）

２日
（木）

３日
（金）

４日
（土）

５日
（日）

６日
（月）

保 育 園 ☎ 各 保 育 園 ○ × × × × × × × × ×
４月２７日は通常の土
曜日と同じ扱いです。

休 日 保 育 ☎47－ 1046 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

病 児・ 病 後 児 保 育 ☎47－ 1220 × × × ○ ○ ○ × × × ×

地域子育て支援センター
（ひまわり）

☎21－ 8103 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【休日保育】　利用を希望する人は４月１２日 ( 金 ) までに事前登録が必要です。

▼対象児童　市内に住んでいる１歳６カ月から小学校就学前の児童で、認可保育施設に通っている児童。

▼場　所　　地域子育て支援センターひまわり　　　 ▼時　間　午前７時３０分～午後６時３０分

▼利用料　　１日１回２，０００円（保育料の階層により軽減あり）
【地域子育て支援センターひまわり】　連休期間中も休みなく開館します。振り替えとして５月７日（火）から
　１０日（金）を臨時休館とします。ひまわりの休館中はこども支援センターきらきらをご利用ください。

保 育 園 な ど

４月 ５月
備　考２７日

（土）
２８日
（日）

２９日
（月）

３０日
（火）

１日
（水）

２日
（木）

３日
（金）

４日
（土）

５日
（日）

６日
（月）

市 民 図 書 館 ☎47－ 1099 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

市 民 温 水 プ ー ル ☎44－ 5885 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

市 民 体 育 館 ☎42－ 6770 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

文 化 ホ ー ル ☎44－ 1000 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

海 と く ら し の 史 料 館 ☎ 44－ 2000 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市 民 活 動 セ ン タ ー ☎47－ 1204 ○ × × × × × × × × ×

市民総 合 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー ☎ 47－ 1204 ○ × × × × × × × × ×

は ま る ー ぷ バ ス ☎44－ 1140 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

▼水木しげる記念館、さかいポートサウナ、観光案内所、夢みなとタワー、物産観光センター・みなとまち商店街は
　通常どおり営業します。

そ の 他 の 施 設
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　大型連休中の　

４月 ５月
備　考２７日

（土）
２８日
（日）

２９日
（月）

３０日
（火）

１日
（水）

２日
（木）

３日
（金）

４日
（土）

５日
（日）

６日
（月）

ご
み
の
収
集
・
自
己
搬
入

収　

集

可燃ごみ

【収集に関する
問い合わせ先】
清掃センター
☎42ー 3803

× × × × × 〇 〇 × × 〇

収集該当曜日の地区の
み収集です。
当日、午前８時までに
出してください。

軟質プラスチック類 × × × × × × × × × 〇

古紙類 × × × × 〇 × × × × ×

不燃ごみ × × × × 〇 × × × × 〇

ビン缶類 × × × × 〇 〇 〇 × × ×

自
己
搬
入

可燃ごみ、軟質プ
ラスチック類、古
紙類、ペットボト
ル・白色トレイ、
可燃性粗大ごみ
（衣類・布団類）

【搬入先・
問い合わせ先】
清掃センター
☎42ー 3803

× × × ×
〇
特別
受入

× × × × ×

自己搬入は、下記の時
間内に搬入してくださ
い。
【特別受入】
午前８時４５分～正午

不燃ごみ、ビン
缶類、有害ごみ、
不燃性粗大ご
み、可燃性粗大
ごみ（家具類）

【問い合わせ先】
リサイクルセンター
☎ 45ー 8626

× × × × × × × × × ×
連休中、リサイクセン
ターへの持ち込みはで
きません。

し 尿 く み 取 り

境港環境事業
☎42ー 2471
オキイ清掃
☎44ー 3611

× × × × × 〇 〇 × × ×

ご み 収 集 な ど

　（一社）境港水産振興協会から平成３０年の全国主要漁港取扱高の発表がありました。

　平成３０年の境漁港の水揚げ量は、前年と比べ約１０％減の１１５，３８０トンとな

り、全国第５位（前年５位）でした。また、水揚げ金額については、前年と比べ約６％

増の２１７億８，２１５万円で、全国第６位（前年８位）でした。

境漁港の水揚げ量・全国第５位

▼問い合わせ先

　水産商工課水産振興係

　（☎47－1055）

（４月２７日～５月６日）

5 平成３１年４月



市 民 活 動 を 応 援 し ま す市 民 活 動 を 応 援 し ま す
～市民活動推進補助金の対象事業募集～～市民活動推進補助金の対象事業募集～

▼申し込み・問い合わせ先
　地域振興課企画係
　　　☎４７－１０２４

◎一般事業　交付団体
「境港美保ライオンズクラブ」
　弓ヶ浜半島の砂浜を全国にＰＲするとともに、
砂浜の美化推進活動を啓発することを目的とし、
「さかいみなと砂浜ウォーク」を開催した。

【昨年度の補助実績】（１６団体）
　◇一般事業　　：６団体
　◇緑化事業　　：１０団体

　市民活動推進補助金の対象事業を募集します。

▼対象団体
　団体の運営に関する規約等があり、市内で活動する市民活動団体および
企業

▼対象事業
　市民活動団体および企業が実施し、市民活動（企業が行う営利を目的としない社会貢献活動も含む）
を促進するために適当と認める事業で、４月から５月の間に実施（開始）するもの

▼補助限度額
　◇新規設立事業　　　　　　１０万円 （補助対象経費の１０分の１０）
　◇緑化事業　　　　　　　　　６万円 （補助対象経費の５分の４以内）
　◇一般事業（１回目）　　　３０万円 （補助対象経費の３分２以内）
　◇一般事業（２回目以降）　２０万円 （補助対象経費の２分１以内）

▼申し込み方法
　申請書等の必要書類を提出してください。
　※申込書は市ホームページまたは地域振興課窓口にて配布します。

▼申込期限　４月１５日（月）
　※次期募集は７月に行います。募集内容については、市報７月号に掲載します。

▼審査方法等
　５月上旬で開催予定の審査会において、申請団体によるプレゼンテーションと審査員と団体との質疑
応答を行います。

▼補助金活用事例

◎緑化事業
　市内小学校、高等学校、自治会等で花いっぱ
い運動を実施

とっとり県民活動活性化センターのご紹介
　公益財団法人とっとり県民活動活性化センターでは、ボランティア活動、地域づくり活動、NPO活動
の総合的な支援を行っています。

▼助成金　　　　・地域づくり研修企画補助金　・非営利公益活動広報補助金　など
※その他、地域づくり活動等に関する人材育成やネットワーク促進のための事業を実施。
　団体の設立から運営上のお悩み（事務・資金・広報等）等、窓口対応や出張訪問でご相談に応じています。

▼問い合わせ先　とっとり県民活動活性化センター（西部窓口：西部とっとり創生支援センター）
　　　　　　　　☎０８５9－３１－９６９４　　　Web http://tottori-katsu.net/
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　市は、市民の健康づくりをより一層推進していくために、アンケート調査や市民ワークショップ等
を通し、市民の皆さんのご意見をもとに策定委員会で検討を重ね、健康増進計画、食育推進計画、自
殺対策計画を包括した「境港市健康づくり推進計画」《計画期間：平成３１～３６年度（２０２４年度）》
を策定しました。今後、この計画に基づき施策を実施していきます。

▼問い合わせ先　健康推進課成人保健係　☎４７－１０４３

境港市健康づくり推進計画
～　市民の声から生まれた計画です　～

分野 目　　標 達成要件

食生活・栄養

栄養バランスと生活リズムが整う人が増

える

・朝食の役割、栄養バランスと生活リズムの大切さが分かる

・自分の適正量に合わせた食生活が実践できる

・バランス食の組み合わせ方法が分かる

食を通じた郷土愛を持つ人が増える ・地元食材や地域の食文化を知る

運動

 ・身体活動

ライフステージに応じた運動習慣を身に

つけている人が増える

・運動の必要性や運動の方法、運動できる場所を知っている

・運動できる場や機会、一緒にできる仲間がいる

飲酒・喫煙
多量飲酒をなくす ・適正飲酒の必要性を知る

喫煙者を減らし、受動喫煙をなくす ・禁煙の必要性を知る

歯・口腔
生涯にわたり自分の歯で美味しく食べる

人が増える

・予防歯科の必要性を理解し、定期的に歯科健診（検診）を受ける

・よく噛んで食べる

疾病の発症

 ・重症化予防

生活習慣病の発症・重症化（死亡）する

人が減る

・自分の体のことを知るために、健診（検診）を受ける

・健康に関心をもち、自身の生活習慣を振り返り、健康づくりに取り組む

・疾病の早期発見、早期治療ができる

骨折・転倒者が減る ・早期から丈夫な骨をつくる

こころ・休養

こころの健康を守るためのセルフケアを

身につけている人が増える

・生活リズムを整え、睡眠による休養がとれる

・ストレスとの上手な付き合い方を知っている

・自分のこころに関心をもち、辛いと感じたら誰かに相談できる、

　相談できる場所を知っている

自死で亡くなる人が減る
・うつ病についての正しい知識をもっている

・身近な人のこころにも関心をもち、見守りができる地域

生きがい

 ・社会参加

地域活動に関心を持って参加する人が増

える

・地域活動のできる場所、内容を知る

・一緒にできる仲間がいる

【分野ごとの目標と達成要件】

　目標を達成するために、個人、地域、学校、企業、市が連携し、協働しあって、健康づくりに取り組み、健康寿命を延

ばしていきましょう。　　　　　　　　　　　　　 ▼「境港市健康づくり推進計画」は、市ホームページをご覧ください。

生活習慣病予防のための

健康づくり

（健康増進計画）

食育を通じた健康づくり

（食育推進計画）

こころの健康づくり

（自死対策計画）

こ
こ
ろ
・
休
養

疾
病
の
発
症
・
重
症
化
予
防

歯
・
口
腔

飲
酒
・
喫
煙

運
動
・
身
体
活
動

食
生
活
・
栄
養

生
き
が
い
・
社
会
参
加

基本目標

基本方針

取り組む
分野

心身ともに　元気でいきいきと暮らし　健康寿命をのばそう

【施策の体系】
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今
期
定
例
市
議
会
に
お
い
て
、
平

成
31
年
度
予
算
案
を
は
じ
め
と
す
る

諸
議
案
を
ご
審
議
願
う
に
あ
た
り
、

所
信
の
一
端
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

主
要
課
題
等
に
つ
い
て
基
本
的
な
考

え
方
を
申
し
上
げ
、
議
員
各
位
な
ら

び
に
市
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　

近
年
、
本
市
が
有
す
る
重
要
な
社

会
基
盤
は
、
機
能
強
化
が
大
き
く
進

ん
で
お
り
ま
す
。
本
市
の
観
光
に
お

け
る
最
大
の
基
盤
で
あ
る
水
木
し
げ

る
ロ
ー
ド
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年

７
月
「
す
べ
て
の
人
に
や
さ
し
く
、

誰
も
が
楽
し
め
る
道
」
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
く
の
ク
ル
ー
ズ
客
船
が

寄
港
す
る
よ
う
に
な
っ
た
境
さ
か
い
こ
う港

に
お

き
ま
し
て
は
、
今
、
新
た
な
貨
客
船

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
が
着
々
と
進
展

し
、
境
漁
港
に
お
き
ま
し
て
も
、
高

度
衛
生
管
理
型
漁
港
・
市
場
へ
の
転

換
が
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

米
子
鬼
太
郎
空
港
で
は
、
昨
年
ソ
ウ

ル
便
・
香
港
便
と
も
に
増
便
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

市
政
運
営
の
大
き
な
柱
と
し
て
掲

げ
て
き
た
「
連
携
と
共
栄
」
の
理
念

の
も
と
、
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏

域
が
強
固
に
連
携
し
、
一
つ
と
な
っ

て
、
こ
の
歩
み
を
さ
ら
に
力
強
く
前

へ
進
め
、
こ
れ
ら
の
機
能
強
化
さ
れ

た
社
会
基
盤
を
圏
域
共
通
の
財
産
と

し
て
最
大
限
に
活
用
し
、
一
層
の
発

展
に
結
び
つ
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

本
市
や
圏
域
で
策
定
し
た
総
合
戦

略
の
計
画
期
間
の
最
終
年
度
と
な
る

平
成
31
年
度
は
、
仕
上
げ
の
年
と
し

て
、
本
市
総
合
戦
略
の
目
標
で
あ
り
、

圏
域
に
よ
る
発
展
を
目
指
す
「
３
つ

の
港
と
水
産
・
観
光
資
源
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
」・「
県
境
を
越
え
た

広
域
連
携
に
よ
る
魅
力
あ
る
圏
域
づ

く
り
」
の
実
現
に
向
け
た
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
の
総
点
検
を
行
う
と
と

も
に
、
次
期
総
合
戦
略
を
策
定
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
戦
略
の
も
う
一
つ
の
基
本

目
標
で
あ
る
「
子
育
て
す
る
な
ら
境

港
を
標
榜
し
た
子
育
て
環
境
づ
く

り
」
に
向
け
た
取
り
組
み
を
は
じ
め
、

市
民
福
祉
の
充
実
に
関
す
る
施
策
を

進
め
つ
つ
、
本
市
の
一
大
事
業
と
な

る
仮
称
・
境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

の
建
設
に
も
着
手
し
ま
す
。

　

５
月
に
は
改
元
を
控
え
、
新
し
い

時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

来
る
時
代
に
お
き
ま
し
て
、
本
市

が
「
魅
力
と
活
気
に
あ
ふ
れ
、
心
豊

か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
で

あ
り
続
け
、
そ
し
て
、
こ
の
圏
域
が

国
内
外
に
光
を
放
つ
輝
か
し
い
圏
域

と
な
り
ま
す
よ
う
、
引
き
続
き
、
全

力
で
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

規
律
あ
る
行
財
政
運

営
と
協
働
の
推
進

平
成
31
年
度
当
初
予
算
案

　

平
成
31
年
度
の
予
算
に
つ
き
ま
し

て
は
、
仮
称
・
境
港
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
の
建
設
が
始
ま
る
こ
と
か
ら
、

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
過
去
最
大

と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

歳
入
に
お
き
ま
し
て
は
、
自
主
財

源
の
根
幹
を
な
す
市
税
収
入
の
大
幅

な
増
収
が
見
込
め
な
い
な
ど
厳
し
い

状
況
の
中
、
国
費
等
の
積
極
的
な
確

保
や
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
財
源
と
し

て
積
み
増
し
た
基
金
の
有
効
活
用
な

ど
を
図
る
と
と
も
に
、
市
債
借
入
に

つ
き
ま
し
て
は
、
次
世
代
に
過
大
な

負
担
を
残
さ
な
い
た
め
、
将
来
に
わ

た
り
公
債
費
が
適
正
な
規
模
と
な
る

よ
う
努
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
歳
出
に
お
き
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
、
経
費
全
般
の
節
減
合
理

化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
民
生
活

に
根
ざ
し
た
サ
ー
ビ
ス
は
堅
持
し
つ

つ
、
境
港
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
プ
ラ

ン
等
に
基
づ
い
た
諸
施
策
に
つ
き
ま

し
て
は
、
最
大
限
配
慮
し
て
編
成
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

３月定例市議会報告
　３月定例市議会が２月２７日から３月２２日まで開催されました。
　はじめに、中村市長が当面する課題や新年度に向けての施政方針を述べた後、
平成３１年度一般会計予算などが上程され、いずれも原案のとおり可決されました。

中

村

市

長

の

施

政

方

針

平
成
31
年
度
当
初
予
算
案
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協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

ま
ち
づ
く
り
の
原
点
と
し
て
、
就

任
以
来
提
唱
し
て
ま
い
り
ま
し
た

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
は
、
現
在

で
は
、
渡
地
区
や
外
江
地
区
で
の
ケ

ヤ
キ
並
木
清
掃
、
竹
内
団
地
で
の
ク

ロ
マ
ツ
の
植
樹
活
動
な
ど
様
々
な
取

り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
自
治
会
や
市
民
活
動

団
体
な
ど
と
行
政
が
、
果
た
す
べ
き

役
割
と
責
任
を
分
担
し
、
個
々
の
特

性
を
生
か
し
つ
つ
、
よ
り
よ
い
ま
ち

を
創
り
上
げ
て
い
く
取
り
組
み
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
本
市
の
将
来
を
担
う
若
い

世
代
の
皆
さ
ん
で
構
成
す
る
、
ま
ち

づ
く
り
若
者
委
員
会
か
ら
提
言
い
た

だ
い
た
、
は
ま
る
ー
ぷ
バ
ス
の
夜
間

運
行
に
つ
き
ま
し
て
、
土
曜
夜
市
の

開
催
な
ど
で
特
に
賑
わ
う
、
夏
休
み

期
間
中
の
土
曜
日
に
、
Ｊ
Ｒ
境
港
駅

始
発
の
臨
時
便
を
運
行
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

経
済
の
活
性
化
と

都

市

基

盤

整

備

中

海
・

宍

道

湖
・

大

山

圏

域

の

連

携

　

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
市
長

会
に
お
き
ま
し
て
は
、引
き
続
き「
力

強
い
圏
域
産
業
の
国
内
外
へ
の
発

信
」、「
圏
域
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
機
構
に

よ
る
観
光
地
域
づ
く
り
」、「
圏
域
の

さ
ら
な
る
連
携
と
協
働
の
実
現
」
の

３
本
の
柱
を
軸
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ま
ち
が
有
す
る
特
徴
的
な
資
源
や

優
位
性
を
活
か
し
た
一
体
的
な
発
展

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

主
な
取
り
組
み
と
し
て
、
１
月
に

圏
域
５
市
の
市
長
が
揃
っ
て
訪
問
し

た
台
湾
・
台
北
市
と
の
交
流
促
進
に

関
す
る
覚
書
の
締
結
や
、
圏
域
に
大

き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
中
国

横
断
新
幹
線
（
伯
備
新
幹
線
）
の
実

現
に
向
け
た
推
進
組
織
の
設
立
な
ど

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏

域
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
機
構
は
、
４
月
か

ら
の
一
般
社
団
法
人
化
に
向
け
た
手

続
き
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
今
後
、

一
層
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
充
実
し
た

事
業
展
開
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
圏
域
の
観
光
や
産
業
の
振
興
、
地

域
活
性
化
が
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

環
日
本
海
交
流
の
推
進

　

環
日
本
海
国
際
フ
ェ
リ
ー
航
路
は
、

本
年
就
航
10
周
年
を
迎
え
、
こ
れ
ま

で
航
路
全
体
で
、
45
万
人
以
上
の
旅

客
数
と
21
万
ト
ン
以
上
の
貨
物
取
扱

量
を
記
録
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
圏
域
と
対
岸
諸
国
を

つ
な
ぐ
「
海
の
道
」
と
し
て
定
着
し
、

境
さ
か
い
こ
う港

が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や
貿
易
の
拠

点
と
し
て
機
能
す
る
た
め
、
ま
た
圏

域
の
観
光
や
経
済
活
動
の
た
め
、
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

来
年
春
に
完
成
が
予
定
さ
れ
て
い

る
竹
内
南
地
区
の
貨
客
船
タ
ー
ミ
ナ

ル
整
備
事
業
に
お
き
ま
し
て
も
、
こ

の
航
路
の
存
在
が
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
お
り
、
今
後
、
タ
ー
ミ
ナ
ル

を
有
効
活
用
し
て
い
く
上
で
も
、
安

定
運
航
が
不
可
欠
で
あ
る
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
燃
油
価
格
の
高

騰
な
ど
も
あ
り
、
運
航
会
社
の
事
業

収
支
は
自
立
的
な
運
航
が
可
能
な
水

準
に
達
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
航

路
の
安
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
後

押
し
す
る
た
め
、
当
面
１
年
間
の
支

援
を
継
続
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

米
子
鬼
太
郎
空
港
の
国
際
線
は
、

ソ
ウ
ル
便
・
香
港
便
と
も
に
、
昨
年

の
増
便
以
降
、
月
間
の
利
用
者
数
が

過
去
最
高
を
記
録
す
る
な
ど
好
調
に

推
移
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
米

子
空
港
利
用
促
進
懇
話
会
や
、
国
際

定
期
便
利
用
促
進
協
議
会
な
ど
の
関

係
団
体
と
連
携
し
、
一
層
の
利
用
促

進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

観

光

振

興

　

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
に
つ
き
ま
し

て
は
、
昨
年
の
入
込
客
数
が
５
年
ぶ

り
に
２
７
０
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

多
く
の
皆
さ
ん
に
大
変
好
評
を
い
た

だ
き
、
約
４
年
半
か
け
た
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
整
備
は
大
き
な
成
果
が
得
ら
れ

た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
夜
間
の
演
出
照
明
な
ど

新
た
に
加
わ
っ
た
魅
力
を
継
続
し
て

発
信
し
て
い
く
と
と
も
に
、
観
光
協

会
や
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
振
興
会
、

土
曜
夜
市
実
行
委
員
会
な
ど
と
一
体

と
な
り
、
官
民
あ
げ
て
賑
わ
い
の
創

出
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
境
港
駅
前
公
園
を
、
イ
ベ

ン
ト
ス
ペ
ー
ス
を
兼
ね
た
シ
ン
ボ
ル

施
設
と
し
て
整
備
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
、
平
成
31
年
度
は
、

実
施
設
計
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

　

沿
道
の
景
観
形
成
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
年
度
か
ら
、
運
営
協
議
会
に

よ
り
定
め
ら
れ
た「
街
づ
く
り
協
定
」

に
基
づ
く
建
物
の
改
修
等
に
対
し
助

成
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成
31
年

度
は
、
さ
ら
に
多
く
の
改
修
が
見
込

ま
れ
て
お
り
、
魅
力
的
な
街
並
み
形

成
が
進
ん
で
い
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
水
木
し
げ
る
記
念
館
に
つ

き
ま
し
て
は
、
老
朽
化
対
策
な
ど
、

今
後
の
在
り
方
の
検
討
を
行
う
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
、
境
さ
か
い
こ
う港

へ
の
ク
ル
ー
ズ
客
船

の
寄
港
は
37
回
と
前
年
よ
り
減
少
し

た
も
の
の
、
大
型
客
船
の
寄
港
が
増

加
し
、
過
去
最
高
を
記
録
し
た
前
年

に
迫
る
約
６
万
１
千
人
の
お
客
様
に

国
内
外
か
ら
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

本
年
は
、
世
界
で
最
も
有
名
な
豪

華
客
船
ク
イ
ー
ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
号

の
初
寄
港
を
は
じ
め
、
昨
年
を
上
回

る
50
回
以
上
の
寄
港
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、
引
き
続
き
、
境
港
管
理
組
合

や
圏
域
市
長
会
な
ど
と
連
携
し
、
岸

壁
で
の
お
も
て
な
し
や
２
次
交
通
の

充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

水

産

業

の

振

興

　

境
漁
港
に
お
け
る
平
成
30
年
の
水

揚
量
は
11
万
５
千
ト
ン
余
で
、
前
年

同
様
全
国
第
５
位
、
水
揚
金
額
は
４

年
連
続
で
２
０
０
億
円
を
上
回
る

２
１
７
億
８
千
万
円
余
で
、
前
年
よ

り
２
つ
順
位
を
上
げ
、
全
国
第
６
位

で
あ
り
ま
し
た
。

　

境
漁
港
の
高
度
衛
生
管
理
型
漁

港
・
市
場
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
11
月
に
完
成
し
た
陸
送
上
屋
と
、

本
年
４
月
に
完
成
予
定
の
１
号
上
屋

が
い
よ
い
よ
６
月
に
供
用
開
始
さ
れ

る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

環
日
本
海
交
流
の
推
進

観

光

振

興

水

産

業

の

振

興
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消
費
者
の
食
に
対
す
る
安
全
・
安

心
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
衛
生
管

理
の
行
き
届
い
た
市
場
か
ら
、
新
鮮

な
水
産
物
が
出
荷
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
一
層
の
付
加
価
値
向
上
が
図
ら

れ
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

市
と
し
ま
し
て
も
、
鳥
取
県
や
水
産

業
界
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
、

生
ま
れ
変
わ
る
市
場
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め

る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
新
た
に

必
要
と
な
る
資
機
材
の
導
入
支
援
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
他
の
上
屋
等
に
つ
き
ま
し

て
は
、
昨
年
着
手
さ
れ
た
６
号
上
屋

の
新
築
工
事
等
が
進
捗
し
て
い
る
ほ

か
、
平
成
31
年
度
は
、
２
号
上
屋
の

新
築
の
準
備
に
取
り
掛
か
る
予
定
と

伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

魚
食
普
及
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次

代
を
担
う
子
ど
も
達
の
体
験
事
業
を

引
き
続
き
行
う
ほ
か
、
２
年
ぶ
り
に

「
み
ん
な
で
選
ぶ
境
港
の
水
産
加
工

大
賞
」
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
内
外
に
向
け
、
境
港
ブ
ラ
ン
ド

を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

農
業
・
商
工
業
の
振
興

　

農
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

鳥
取
県
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
た

支
援
に
よ
り
新
規
就
農
者
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
に
加
え
、
農
業
法
人
や

認
定
農
業
者
等
の
経
営
規
模
の
拡
大

に
伴
い
、
農
地
に
対
す
る
需
要
が
高

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
需
要
に
応
え
る
た
め
、

本
年
度
か
ら
、
国
の
事
業
を
活
用

し
、
耕
作
放
棄
地
を
農
地
に
再
生
す

る
取
り
組
み
を
年
次
的
に
進
め
て
お

り
、
平
成
31
年
度
は
、
竹
内
町
か
ら

福
定
町
に
か
け
て
、
産
業
中
央
線
と

五
ケ
井
手
川
の
間
の
耕
作
放
棄
地
約

２
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
再
生
す
る
予

定
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

商
工
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
年
10
月
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
る
消

費
税
率
の
引
き
上
げ
に
あ
わ
せ
、
市

民
税
非
課
税
の
人
と
、
３
歳
未
満
の

子
が
い
る
世
帯
主
の
人
を
対
象
に
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
販
売
し
ま

す
。

　

低
所
得
者
の
消
費
を
下
支
え
す
る

と
と
も
に
、
子
育
て
世
帯
の
消
費
の

喚
起
を
図
り
、
市
内
小
売
店
等
へ
の

影
響
を
緩
和
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

外

国

人

材

と

の

共

生

　

深
刻
化
す
る
人
手
不
足
に
対
応
す

る
た
め
、
国
に
お
き
ま
し
て
は
、
新

た
な
在
留
資
格
と
し
て
特
定
技
能
を

創
設
し
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
水
産
関

連
業
を
中
心
に
約
３
０
０
人
の
技
能

実
習
生
が
お
り
、
影
響
に
つ
い
て
注

視
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

共
生
に
向
け
た
環
境
づ
く
り
と
し

て
、
国
の
支
援
事
業
の
採
択
を
受
け
、

今
月
、
日
本
語
教
室
を
開
設
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
水
産
分
野
に
限
定
し
て
開
催
し
て

ま
い
り
ま
し
た
技
能
実
習
生
と
の
交

流
事
業
を
、
他
の
分
野
に
も
拡
大
し

て
実
施
し
ま
す
。

　

外
国
人
材
の
皆
さ
ん
が
市
民
の
一

人
と
し
て
快
適
に
生
活
で
き
る
よ
う
、

受
入
企
業
や
地
域
住
民
と
一
緒
に

な
っ
て
、
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

中

海

護

岸

整

備

　

国
土
交
通
省
に
よ
る
中
海
護
岸
整

備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
西
工
業
団
地

の
貯
木
場
開
口
部
の
締
切
工
事
が
本

年
８
月
の
完
成
に
向
け
、
鋭
意
進
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
開
口
部
周
辺
の
護
岸
整
備

に
つ
き
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
進
め

ら
れ
る
予
定
で
あ
り
、
平
成
31
年
度

の
工
事
が
完
成
し
ま
す
と
、
計
画
の

80
％
程
度
ま
で
整
備
が
進
捗
す
る
見

込
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

渡
漁
港
周
辺
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
安
全
・
安
心
で
快
適
な
生
活

環
境
の
実
現
に
向
け
、
平
成
31
年
度

は
、
内
水
排
除
施
設
の
整
備
を
本
格

的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
漁
港
か
ら

南
側
部
分
の
市
道
渡
84
号
線
の
拡
幅

整
備
や
旧
漁
港
周
辺
道
路
の
側
溝
整

備
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

港

湾

整

備

　

竹
内
南
地
区
の
貨
客
船
タ
ー
ミ
ナ

ル
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国

土
交
通
省
に
よ
る
岸
壁
の
整
備
と
、

境
港
管
理
組
合
に
よ
る
旅
客
上
屋
の

建
設
が
、
引
き
続
き
進
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

　

念
願
で
あ
り
ま
し
た
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
完
成
に
向
け
、
圏
域
の
関
係
機
関

等
と
連
携
し
、
国
や
県
に
予
算
の
確

保
に
向
け
た
要
望
活
動
な
ど
を
継
続

し
て
行
う
と
と
も
に
、
周
辺
の
道
路

整
備
や
、
港
の
利
用
拡
大
の
取
り
組

み
な
ど
、
完
成
後
を
見
据
え
た
準
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
内
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
定
期
航

路
の
開
設
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

き
ま
し
て
は
、
境
港
流
通
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
協
議
会
が
中
心
と
な
り
、
４

月
に
開
設
予
定
の
博
多
港
と
敦
賀
港

を
結
ぶ
航
路
や
、
既
設
の
苫
小
牧
港

と
敦
賀
港
を
結
ぶ
航
路
な
ど
を
対
象

に
、
運
航
会
社
に
試
験
輸
送
の
実
施

を
要
請
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

本
市
と
し
ま
し
て
も
、
境
さ
か
い
こ
う港

の
定

期
航
路
の
実
現
に
向
け
、
積
極
的
に

協
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

道

路

等

の

整

備

　

市
道
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

定
期
的
な
点
検
や
自
治
会
要
望
の
ほ

か
、
学
校
・
警
察
署
な
ど
の
関
係
機

関
と
連
携
し
て
行
う
通
学
路
の
合
同

点
検
等
を
も
と
に
、
対
策
が
必
要
と

さ
れ
る
箇
所
を
計
画
的
に
整
備
し
て

お
り
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
は
、
台
場
公
園
北
側

の
市
道
漁
港
関
連
道
線
の
舗
装
修
繕

工
事
や
竹
内
町
等
の
側
溝
改
修
工
事

の
ほ
か
、
通
学
路
の
安
全
確
保
対
策

と
し
て
、
外
江
小
学
校
北
側
道
路
の

側
溝
整
備
や
カ
ラ
ー
舗
装
等
を
行
い

ま
す
。

　

ま
た
、
米
子
・
境
港
間
の
高
規
格

幹
線
道
路
に
つ
き
ま
し
て
は
、
圏
域

の
さ
ら
な
る
発
展
の
基
盤
と
な
る
境
さ
か
い

港こ
う

・
境
漁
港
・
米
子
鬼
太
郎
空
港
を

最
大
限
に
活
用
す
る
上
で
不
可
欠
で

あ
る
と
と
も
に
、
原
子
力
災
害
な
ど

の
大
規
模
災
害
時
に
お
い
て
は
強
靭

で
信
頼
性
の
高
い
避
難
ル
ー
ト
と
な

る
こ
と
か
ら
、
実
現
に
向
け
、
関
係

機
関
と
の
協
議
を
加
速
す
る
と
と
も

に
、
国
に
強
く
働
き
か
け
て
ま
い
り

ま
す
。

公

共

下

水

道

事

業

　

公
共
下
水
道
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
引
き
続
き
市
道
外
港
外
江
線

で
汚
水
幹
線
の
整
備
を
進
め
る
ほ
か
、

渡
町
や
森
岡
町
、
外
江
町
で
汚
水
枝

線
の
面
整
備
を
予
定
し
て
お
り
、
平

成
31
年
度
末
の
普
及
率
は
、
約
80
％

を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
最
後
の
区
域
と
な
る
外
江

地
区
の
北
側
な
ど
を
事
業
計
画
区
域

に
追
加
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
平

成
38
年
度
の
事
業
完
成
を
目
指
し
、

国
の
予
算
確
保
に
努
め
な
が
ら
、
調

査
、
設
計
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

中

海

護

岸

整

備

道

路

等

の

整

備

農
業
・
商
工
業
の
振
興

公

共

下

水

道

事

業

外

国

人

材

と

の

共

生

港

湾

整

備
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浸
水
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
西

工
業
団
地
で
の
雨
水
排
水
路
の
改
修

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

下
水
道
セ
ン
タ
ー
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
29
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る

既
存
の
汚
泥
処
理
設
備
な
ど
の
長
寿

命
化
を
図
る
た
め
の
改
築
工
事
が
、

平
成
31
年
度
中
に
完
了
す
る
予
定
で

あ
り
ま
す
。

都

市

計

画

　

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
展

す
る
社
会
情
勢
の
中
、
境
さ
か
い
こ
う港

の
整
備

が
進
み
、
高
規
格
幹
線
道
路
の
実
現

に
向
け
動
き
が
進
み
つ
つ
あ
る
な
ど
、

本
市
の
都
市
環
境
は
大
き
な
変
化
の

時
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
本
市

に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
や

土
地
利
用
な
ど
の
方
向
性
を
示
す
と

と
も
に
、
都
市
計
画
に
関
す
る
基
本

的
な
方
針
を
定
め
た
境
港
市
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定
に
着
手

し
ま
す
。

防

災

対

策

　

防
災
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引

き
続
き
、
原
子
力
防
災
訓
練
を
は
じ

め
と
す
る
各
種
訓
練
や
研
修
会
等
を

自
治
会
や
自
主
防
災
組
織
、
消
防
団

と
連
携
し
て
実
施
し
、
地
域
防
災
力

の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

つ
き
ま
し
て
は
、
更
新
計
画
に
基
づ

き
、
平
成
31
年
度
に
設
計
を
、
翌
年

度
に
工
事
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

　

道
路
の
除
雪
に
つ
き
ま
し
て
は
、

新
た
に
委
託
業
者
の
従
業
員
が
大
型

特
殊
免
許
等
を
取
得
す
る
際
に
助
成

を
行
い
、
除
雪
の
担
い
手
の
確
保
を

図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
２
月
の
大
雪
を
教
訓
に
見
直

し
た
体
制
の
も
と
、
鳥
取
県
等
の
関

係
機
関
と
も
緊
密
な
情
報
共
有
を
図

り
な
が
ら
、
迅
速
に
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
対
策
に
つ
き

ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、
安
全
点
検

の
実
施
を
広
く
呼
び
掛
け
る
と
と
も

に
、
撤
去
等
に
対
す
る
助
成
制
度
の

周
知
に
努
め
、
危
険
性
が
高
い
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
解
消
を
図
っ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

環

境

施

策

　

市
民
の
良
好
な
生
活
環
境
を
維
持

す
る
た
め
、
引
き
続
き
、
協
働
と
広

域
連
携
の
視
点
を
も
っ
て
、
ご
み
の

適
正
処
理
と
環
境
対
策
に
取
り
組
み
、

地
域
の
環
境
保
全
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ご
み
処
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、
米

子
市
へ
の
可
燃
ご
み
の
焼
却
委
託
な

ど
広
域
で
の
処
理
を
継
続
し
な
が
ら
、

市
民
の
理
解
と
協
力
の
も
と
、
分
別

の
徹
底
に
よ
る
、
さ
ら
な
る
再
資
源

化
や
可
燃
ご
み
の
減
量
化
に
取
り
組

み
、
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
や
処
理

費
用
の
節
減
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

な
お
、
鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管

理
組
合
に
お
い
て
は
、
平
成
31
年
度

か
ら
不
燃
残
さ
の
約
50
％
を
外
部
で

処
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
現
在
の
最

終
処
分
場
の
延
命
を
図
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
次
期
最
終
処

分
場
を
含
む
今
後
の
広
域
で
の
処
理

施
設
の
整
備
に
関
す
る
基
本
方
針
を

定
め
る
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備

基
本
構
想
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

　

環
境
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
中

海
・
宍
道
湖
一
斉
清
掃
を
は
じ
め
と

す
る
地
域
に
お
け
る
連
携
し
た
活
動

等
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
住
民
で

は
清
掃
が
困
難
な
側
溝
を
市
が
実
施

す
る
地
区
別
側
溝
清
掃
を
継
続
す
る

ほ
か
、
不
法
投
棄
の
予
防
や
迅
速
な

対
応
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

基

地

対

策

　

航
空
自
衛
隊
美
保
基
地
で
は
、

Ｃ—
２
輸
送
機
が
平
成
31
年
度
か

ら
の
２
年
間
で
２
機
配
備
さ
れ
る
計

画
で
あ
り
、
平
成
32
年
度
末
に
は
、

10
機
体
制
と
な
る
予
定
と
伺
っ
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
空
中
給
油
・
輸
送
機
に
つ

き
ま
し
て
は
、
平
成
32
年
度
に
１
号

機
が
、
翌
年
度
に
２
号
機
が
、
そ
れ

ぞ
れ
国
に
納
入
さ
れ
る
計
画
と
伺
っ

て
お
り
、
今
後
も
、
基
地
や
国
に
対

し
て
、
安
全
面
の
徹
底
を
求
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

な
お
、
空
中
給
油
・
輸
送
機
の
配

備
計
画
に
か
か
る
地
域
振
興
策
の
一

環
と
し
て
進
め
て
い
る
中
浜
地
区
の

各
集
会
所
の
耐
震
改
修
や
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
等
に
つ
き
ま
し
て
、
平
成

31
年
度
は
、
三
軒
屋
町
会
館
お
よ
び

小
篠
津
町
会
館
の
改
修
工
事
の
ほ
か
、

財
ノ
木
町
会
館
等
４
施
設
の
耐
震
診

断
と
実
施
設
計
を
行
う
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
を

大
切
に
す
る
教
育

と

福

祉

の

充

実

学

校

教

育

の

充

実

　

学
校
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
境

港
市
教
育
施
策
推
進
大
綱
に
基
づ
き
、

英
語
教
育
等
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
家
庭
や
地
域
と
の
連
携
強
化
に

も
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
学
校
と
地
域
が
連

携
し
、
社
会
総
掛
か
り
で
の
教
育
を

実
現
す
る
た
め
、
準
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
を
、
４
月
か
ら
第
一
中
学
校

区
で
導
入
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
準
備
を
始
め
た
第

三
中
学
校
区
に
続
き
、
平
成
31
年
度

は
第
二
中
学
校
区
で
も
準
備
を
始
め

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

教
職
員
の
教
育
活
動
の
充
実
や
負

担
の
軽
減
に
つ
き
ま
し
て
も
、
引
き

続
き
大
学
等
の
教
育
機
関
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
キ
ャ
リ
ア
に
応
じ
た
研

修
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
本
年
度

か
ら
運
用
を
開
始
し
た
学
校
業
務
支

援
シ
ス
テ
ム
に
加
え
、
平
成
31
年
度

は
、
中
学
校
に
部
活
動
指
導
員
を
１

人
ず
つ
配
置
し
ま
す
。

　

余
子
小
学
校
と
誠
道
小
学
校
の
統

合
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
統

合
準
備
委
員
会
を
中
心
に
、
学
校
と

地
域
の
緊
密
な
連
携
の
も
と
、
来
年

４
月
の
統
合
に
向
け
、
準
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
の
適
正
な
規
模

や
配
置
に
つ
き
ま
し
て
も
、
校
区
審

議
会
の
最
終
答
申
を
踏
ま
え
、
在
り

方
や
編
成
等
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

学
校
給
食
に
つ
き
ま
し
て
は
、
４

月
か
ら
調
理
や
食
器
洗
浄
等
の
業
務

を
、
山
陰
両
県
に
お
い
て
も
十
分
な

実
績
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
民
間
事
業

者
に
委
託
し
ま
す
。

　

委
託
後
も
、
献
立
の
作
成
や
食
材

の
調
達
、
食
育
指
導
等
は
、
市
が
直

接
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
委

託
事
業
者
と
緊
密
に
連
携
し
、
こ
れ

ま
で
と
同
様
、
安
全
で
お
い
し
い
学

校
給
食
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

環

境

施

策

都

市

計

画

防

災

対

策

基

地

対

策

学

校

教

育

の

充

実
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社

会

教

育

　

仮
称
・
境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度

中
に
市
民
会
館
の
解
体
を
終
え
、
平

成
31
年
度
か
ら
建
設
工
事
に
入
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
34
年
春
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指

し
、
工
事
の
円
滑
な
進
捗
は
も
と
よ

り
、
管
理
運
営
に
つ
き
ま
し
て
も
、

来
月
策
定
す
る
管
理
運
営
計
画
の
も

と
、
具
体
的
な
内
容
を
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

２
０
１
９
レ
ー
ザ
ー
級
世
界
選
手

権
大
会
が
、
６
月
26
日
か
ら
７
月
24

日
ま
で
の
間
、
境
港
公
共
マ
リ
ー
ナ

お
よ
び
美
保
湾
を
会
場
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
す
。
大
会
の
成
功
に
向
け
、

引
き
続
き
実
行
委
員
会
を
中
心
と
し

て
、
鳥
取
県
や
鳥
取
県
セ
ー
リ
ン
グ

連
盟
な
ど
と
と
も
に
準
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
締
結
し
た
包
括
協
定

に
基
づ
き
、
Ｊ
Ｋ
モ
ル
ナ
ル
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ー
リ
ン
グ
レ
ー

ザ
ー
チ
ー
ム
の
キ
ャ
ン
プ
を
本
年
も

受
け
入
れ
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
昨

年
と
同
様
、
地
元
が
一
丸
と
な
っ
て

支
援
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

子

育

て

支

援

の

充

実

　

３
歳
未
満
児
を
中
心
に
、
年
々
保

育
需
要
は
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
が
、

平
成
31
年
度
当
初
に
お
き
ま
し
て
、

待
機
児
童
は
生
じ
な
い
見
通
し
で
あ

り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
例
年
、
年
度
中

途
に
お
い
て
待
機
児
童
が
発
生
し
て

お
り
、
保
育
士
の
確
保
は
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
内

の
他
市
町
村
に
先
駆
け
て
始
め
た
助

成
制
度
を
大
幅
に
拡
充
し
、
積
極
的

に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
育
士
を
採
用
し
、
３
歳
未
満
児

を
１
人
で
も
受
け
入
れ
た
場
合
か
ら

助
成
対
象
と
す
る
ほ
か
、
正
規
職
員

と
し
て
採
用
す
る
場
合
や
、
そ
の
人

が
市
外
か
ら
転
入
し
定
住
す
る
場
合

の
加
算
を
新
た
に
設
け
、
保
育
士
１

人
当
た
り
の
助
成
金
額
を
現
在
の

50
万
円
か
ら
最
大
90
万
円
に
引
き
上

げ
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
10
月
か
ら
始
ま
る
予

定
の
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に

つ
き
ま
し
て
、
保
護
者
へ
の
周
知
や

シ
ス
テ
ム
改
修
等
、
円
滑
な
実
施
に

向
け
、
鋭
意
準
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

本
市
の
幼
児
教
育
・
保
育
等
の
提

供
体
制
の
確
保
な
ど
を
定
め
た
境
港

市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

に
つ
き
ま
し
て
は
、
計
画
期
間
の
最

終
年
度
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
本
年

度
実
施
し
た
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
も

踏
ま
え
、
改
定
作
業
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

障
が
い
者
福
祉
の
充
実

　

境
港
市
障
が
い
児
者
プ
ラ
ン
に
基

づ
く
取
り
組
み
を
展
開
す
る
中
、
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は
、
年
々

増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
は
、
身
近
な
場
所
で

サ
ー
ビ
ス
等
の
相
談
が
で
き
る
よ
う

体
制
の
見
直
し
を
図
る
ほ
か
、
よ
り

迅
速
に
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
結
び
つ

け
る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
方
法

や
相
談
窓
口
等
を
ま
と
め
た
手
引
き

を
作
成
し
、
広
く
周
知
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

重
度
の
心
身
障
が
い
の
あ
る
市
民

税
非
課
税
の
人
が
タ
ク
シ
ー
を
利
用

す
る
際
の
助
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、

新
た
に
下
肢
機
能
障
が
い
等
で
身
体

障
害
者
手
帳
の
３
級
に
該
当
す
る
人

と
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

１
級
に
該
当
す
る
人
を
対
象
に
加
え

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
視
覚
障
が
い
の
あ
る
人
が

安
心
し
て
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
を
観

光
で
き
る
よ
う
、
周
辺
の
公
衆
ト
イ

レ
に
お
き
ま
し
て
、
ト
イ
レ
の
位
置

を
音
声
で
案
内
す
る
装
置
な
ど
を
整

備
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

高

齢

者

福

祉

の

充

実

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
き

ま
し
て
は
、
１
月
に
１
人
増
員
し
、

体
制
強
化
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
も
、
高
齢
者
に
関
す
る
総
合
相

談
窓
口
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
予
防
と
し
ま
し
て
は
、
フ
レ

イ
ル
予
防
事
業
に
よ
り
、
住
民
自
身

が
心
身
の
状
態
を
知
り
、
自
ら
予
防

に
取
り
組
む
仕
組
み
づ
く
り
を
推
し

進
め
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
る
と

と
も
に
、
新
た
に
65
歳
以
上
の
市
民

の
人
が
市
内
の
介
護
施
設
や
障
が
い

者
支
援
施
設
に
お
い
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
場
合
に
換

金
可
能
な
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
制

度
を
設
け
、
社
会
参
加
の
促
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

認
知
症
対
策
と
し
ま
し
て
は
、
講

演
会
や
研
修
会
の
開
催
に
加
え
、
幅

広
い
年
代
に
お
い
て
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
拡
大
に
努
め
る
と
と
も
に
、

本
人
や
親
族
等
の
同
意
を
得
た
上
で
、

あ
ら
か
じ
め
本
人
の
特
徴
な
ど
の
情

報
を
登
録
し
、
関
係
機
関
で
共
有
す

る
事
前
登
録
制
度
に
よ
り
、
行
方
不

明
に
な
っ
た
際
の
早
期
発
見
・
保
護

を
支
援
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
日
常
の
買
物
環
境
の
調
査

を
行
う
と
と
も
に
、
生
活
課
題
へ
の

対
応
や
解
決
策
に
つ
き
ま
し
て
、
介

護
・
医
療
の
専
門
職
、
関
係
機
関
や

住
民
の
代
表
者
で
構
成
す
る
地
域
ケ

ア
会
議
に
お
い
て
、
議
論
を
深
め
て

ま
い
り
ま
す
。

市

民

の

健

康

づ

く

り

　

市
民
の
健
康
づ
く
り
全
般
に
お
け

る
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
や
具
体
的
な
取
り

組
み
等
を
定
め
た
境
港
市
健
康
づ
く

り
推
進
計
画
を
、
今
月
策
定
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
計
画
の
基
本
目
標
で
あ

る
「
心
身
と
も
に　

元
気
で
い
き
い

き
と
暮
ら
し　

健
康
寿
命
を
の
ば
そ

う
」の
実
現
に
向
け
、ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
た
健
康
づ
く
り
を
行
政
と

市
民
・
関
係
機
関
等
が
連
携
し
て
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

計
画
に
基
づ
き
、
新
た
に
産
婦
健

診
に
産
後
う
つ
検
査
を
取
り
入
れ
る

ほ
か
、
成
人
歯
科
検
診
や
女
性
を
対

象
と
し
た
骨
密
度
検
査
な
ど
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

社

会

教

育

障
が
い
者
福
祉
の
充
実

高

齢

者

福

祉

の

充

実

子

育

て

支

援

の

充

実

市

民

の

健

康

づ

く

り

いきいき百歳体操
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国

民

健

康

保

険

　

国
民
健
康
保
険
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
年
度
か
ら
鳥
取
県
が
財
政
運
営
の

主
体
的
な
役
割
を
担
い
、
市
と
と
も

に
保
険
者
と
し
て
、
安
定
的
な
運
営

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
の
県
へ
の
納
付
金
は
、

医
療
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
本
年
度

と
比
べ
約
７
千
万
円
、
７
・
７
％
増

加
す
る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
が
、
国

民
健
康
保
険
基
金
を
充
当
す
る
こ
と

に
よ
り
、
保
険
税
率
は
据
え
置
く
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

運
営
上
の
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま

す
医
療
費
の
増
加
対
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、
引
き
続
き
、
関
係
機
関
等
と

連
携
し
、
健
康
に
対
す
る
意
識
の
啓

発
に
加
え
、
疾
病
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
の
た
め
の
特
定
健
康
診
査
や

人
間
ド
ッ
ク
等
の
受
診
勧
奨
な
ど
に

努
め
る
と
と
も
に
、
適
正
受
診
の
指

導
や
糖
尿
病
重
症
化
予
防
な
ど
医
療

費
適
正
化
の
取
り
組
み
も
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

平

成

31

年

度

予

算

　

予
算
総
額
は
、
一
般
会
計
が
１
７

３
億
円
で
、前
年
度
に
比
べ
８
・
９
％

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
を
含
め
た
全
会

計
で
は
、
前
年
度
に
比
べ
４
・
３
％

増
の
２
７
９
億
３
３
１
０
万
７
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
概
要
に
つ
い
て
は
、
別
冊
「
境
港

市
の
予
算
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平

成

30

年

度

予

算

■
一
般
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
６
１
７

３
万
７
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額

を
１
６
５
億
２
８
２
６
万
４
千
円
と

し
ま
し
た
。

《
歳　

出
》

【
総
務
費
】

　

早
期
退
職
者
に
対
す
る
退
職
手
当

５
８
１
５
万
円
余
、
夕
日
ヶ
丘
地
区

の
定
期
借
地
契
約
の
締
結
に
伴
う
境

港
市
土
地
開
発
公
社
等
か
ら
の
土
地

購
入
費
２
６
７
４
万
円
、
生
活
保
護

費
な
ど
過
年
度
に
国
・
県
か
ら
受
け

た
負
担
金
や
補
助
金
の
精
算
に
伴
う

返
還
金
９
２
４
４
万
円
余
な
ど
を
そ

れ
ぞ
れ
増
額
す
る
一
方
、
一
般
管
理

費
の
減
額
な
ど
に
伴
い
、
鳥
取
県
西

部
広
域
行
政
管
理
組
合
へ
の
負
担
金

１
７
３
万
円
余
を
減
額
。

【
民
生
費
】

　

生
活
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
増

加
な
ど
に
伴
う
障
が
い
者
自
立
支
援

給
付
費
４
６
９
８
万
円
余
、
事
業
所

の
新
規
開
所
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
の
増
加
に
伴
う
障
が
い
児
通
所
支

援
費
５
２
４
万
円
余
、
保
育
士
の
負

担
軽
減
を
図
る
業
務
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
私
立
保
育
園
へ
の
補
助
金
40

万
円
余
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
衛
生
費
】

　

一
般
廃
棄
物
に
係
る
最
終
処
分
経

費
の
減
額
な
ど
に
伴
い
、
鳥
取
県
西

部
広
域
行
政
管
理
組
合
へ
の
負
担
金

２
４
７
万
円
余
を
減
額
。

【
農
林
水
産
業
費
】

　

国
の
２
次
補
正
予
算
を
活
用
し
、

県
が
施
工
す
る
境
漁
港
の
２
号
上

屋
に
係
る
地
盤
耐
震
改
良
工
事
に

伴
う
漁
港
改
修
事
業
地
元
負
担
金

９
０
０
万
円
を
増
額
。

【
消
防
費
】

　

県
外
で
の
緊
急
消
防
援
助
隊
活
動

等
に
よ
る
時
間
外
手
当
の
増
加
な
ど

に
伴
い
、
鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管

理
組
合
へ
の
負
担
金
２
７
４
万
円
余

を
増
額
。

【
教
育
費
】

　

猛
暑
に
よ
る
光
熱
費
の
増
加
に
伴

う
海
と
く
ら
し
の
史
料
館
の
管
理
委

託
料
21
万
円
余
、
燃
油
価
格
の
高
騰

に
よ
る
燃
料
費
の
増
加
な
ど
に
伴
う

文
化
ホ
ー
ル
の
管
理
委
託
料
54
万
円

を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
す
る
ほ
か
、
第
二

市
民
体
育
館
改
修
事
業
に
つ
い
て
、

市
債
を
増
額
す
る
こ
と
に
伴
い
、
財

源
振
替
を
行
い
ま
し
た
。

《
歳　

入
》

　

歳
出
に
伴
う
国
・
県
支
出
金
な
ど

を
計
上
す
る
ほ
か
、
財
源
と
し
て
、

地
方
交
付
税
お
よ
び
基
金
繰
入
金
、

市
債
を
増
額
。

《
繰
越
明
許
費
》

　

工
期
の
関
係
な
ど
に
よ
り
、
年
度

内
に
事
業
の
完
了
が
困
難
で
あ
る
中

海
護
岸
整
備
関
連
事
業
な
ど
９
事
業

に
つ
い
て
設
定
し
、
翌
年
度
に
予
算

を
繰
り
越
し
ま
し
た
。

《
債
務
負
担
行
為
》

　

平
成
30
年
度
燃
料
高
騰
対
策
特
別

金
融
支
援
事
業
利
子
補
助
金
に
つ
い

て
、
融
資
を
実
行
し
た
日
か
ら
３
年

の
間
に
生
じ
た
利
子
の
額
を
補
助
す

る
た
め
、
ま
た
、
市
道
維
持
修
繕
工

事
に
つ
い
て
、
本
年
度
中
に
入
札
を

行
い
、
新
年
度
当
初
か
ら
迅
速
に
対

応
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
追
加
し
ま

し
た
。

■
国
民
健
康
保
険
費
特
別
会
計
補
正

予
算

　

国
民
健
康
保
険
基
金
積
立
金
１
億

５
５
８
３
万
円
余
を
増
額
す
る
な
ど
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
５
２
７
１

万
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
40
億

８
２
５
２
万
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
下
水
道
事
業
費
特
別
会
計
補
正
予

算
　

国
の
２
次
補
正
予
算
を
活
用
し
、

前
倒
し
を
し
て
行
う
西
工
業
団
地
の

雨
水
排
水
路
改
修
費
等
２
億
６
０
０

０
万
円
を
増
額
す
る
な
ど
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
６
３
１
０
万
円
を

増
額
し
、
予
算
総
額
を
29
億
６
５
８

０
万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
工
期
の
関
係
な
ど
に
よ

り
、
年
度
内
に
事
業
の
完
了
が
困
難

で
あ
る
浸
水
対
策
事
業
な
ど
５
事
業

に
つ
い
て
、
繰
越
明
許
費
を
新
た
に

設
定
す
る
と
と
も
に
、
下
水
道
管
渠

事
業
な
ど
２
事
業
に
つ
い
て
、
繰
越

限
度
額
を
増
額
し
ま
し
た
。

■
市
場
事
業
費
特
別
会
計
補
正
予
算

　

境
港
水
産
加
工
汚
水
処
理
場
整
備

基
金
積
立
金
９
５
４
万
３
千
円
を
増

額
し
、
予
算
総
額
を
７
２
３
４
万
４

千
円
と
し
ま
し
た
。

平

成

31

年

度

予

算

３月定例市議会報告

平

成

30

年

度

予

算
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条

例

等

■
消
費
税
率
等
の
引
き
上
げ
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の

制
定

　

本
年
10
月
１
日
か
ら
、
消
費
税
お

よ
び
地
方
消
費
税
を
合
わ
せ
た
税
率

が
８
％
か
ら
10
％
に
改
め
ら
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
施
設
の
使
用
料
等
を
引

き
上
げ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

■
境
港
市
消
防
団
条
例
の
一
部
改
正

　

新
た
に
消
防
団
員
の
欠
格
条
項
お

よ
び
分
限
に
つ
い
て
定
め
る
等
の
改

正
を
行
い
ま
し
た
。

■
境
港
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

　

特
例
対
象
被
保
険
者
等
に
係
る
申

告
時
の
書
類
の
提
示
を
緩
和
し
ま
し

た
。

■
境
港
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
改
正

　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
と
し

な
い
者
に
つ
い
て
定
め
ま
し
た
。

■
境
港
市
民
体
育
館
条
例
の
一
部
改

正
　

本
年
10
月
１
日
か
ら
、
消
費
税
率

等
が
改
め
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
使

用
料
を
引
き
上
げ
る
ほ
か
、
タ
ー
ゲ

ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
場
の
使
用
料
を

定
め
ま
し
た
。

■
境
港
市
文
化
ホ
ー
ル
条
例
の
一
部

改
正

　

本
年
10
月
１
日
か
ら
、
消
費
税
率

等
が
改
め
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
使

用
料
を
引
き
上
げ
る
ほ
か
、
使
用
料

の
減
免
対
象
を
追
加
す
る
等
の
改
正

を
行
い
ま
し
た
。

■
境
港
市
下
水
道
料
金
等
審
議
会
条

例
の
一
部
改
正

　

下
水
道
料
金
等
審
議
会
を
招
集
す

る
要
件
に
つ
い
て
改
め
ま
し
た
。

■
境
港
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改

正
　

本
年
10
月
１
日
か
ら
、
消
費
税
率

等
が
改
め
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
低

所
得
者
に
対
す
る
介
護
保
険
料
の
軽

減
を
拡
充
し
ま
し
た
。

■
境
港
市
福
祉
事
務
所
に
嘱
託
医
を

置
く
こ
と
の
条
例
の
一
部
改
正

　

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
資
格
の
認

定
に
必
要
と
な
る
障
害
状
態
の
審
査

に
つ
い
て
、
平
成
31
年
度
か
ら
市
が

行
う
た
め
、
嘱
託
医
の
定
数
を
改
め

ま
し
た
。

■
境
港
市
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る

法
律
の
改
正
に
伴
い
、
災
害
援
護
資

金
に
つ
い
て
、
貸
付
利
率
を
見
直
す

ほ
か
、
償
還
方
法
に
月
賦
償
還
を
追

加
し
ま
し
た
。

■
人
権
擁
護
委
員
に
足
立
光
枝
さ
ん

を
推
薦

委
員
会
提
出
議
案

■
Ｕ
Ｐ
Ｚ
範
囲
内
に
あ
る
道
府
県
及

び
市
町
村
の
同
意
を
原
子
力
発
電
所

の
再
稼
働
及
び
新
規
稼
働
の
要
件
と

す
る
よ
う
強
く
求
め
る
意
見
書
の
提

出
に
つ
い
て

■
教
職
員
の
長
時
間
過
密
労
働
の
解

消
に
向
け
た
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て
議

員

提

出

議

案

■
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
さ
ら
な
る

強
化
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ

い
て

■
妊
婦
が
安
心
で
き
る
医
療
提
供
体

制
の
充
実
と
健
康
管
理
の
推
進
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

■
道
路
整
備
の
促
進
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て

請
願
・
陳
情
の
審
議
結
果

■
採
択
・
意
見
書
提
出

◇
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
及
び
新

　

規
稼
働
の
際
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ
範
囲
内
に

　

あ
る
す
べ
て
の
道
府
県
及
び
市
町

　

村
の
事
前
了
解
を
要
件
と
す
る
よ

　

う
強
く
求
め
る
意
見
書
を
国
に
提

　

出
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
陳
情

◇
教
職
員
の
長
時
間
過
密
労
働
の
解

　

消
を
求
め
る
陳
情

■
不
採
択

◇
後
期
高
齢
者
の
医
療
費
窓
口
負
担

　

の
「
原
則
１
割
」
の
継
続
を
求
め

　

る
請
願

◇
２
０
１
９
年
10
月
か
ら
の
消
費
税

　

増
税
を
中
止
す
る
こ
と
を
求
め
る

　

陳
情

条

例

等

３月定例市議会報告

中
国
電
力
か
ら
の
お
知
ら
せ

あ
な
た
に
素
早
く
停
電
情
報
を
お
届
け

　

中
国
電
力
で
は
、
停
電
が
発
生
し
た
際
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

等
に
停
電
情
報
を
自
動
で
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
停

電
情
報
ア
プ
リ
」
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

▼
内　

容

◇
事
前
に
登
録
し
て
い
た
だ
い
た
地
域
で
停
電
が
発
生
し
た
際

　

に
、「
停
電(

復
旧)

日
時
」「
停
電
発
生
地
域
」
を
プ
ッ
シ
ュ

　

型
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
に
お
知
ら
せ
。

◇
停
電
し
て
い
る
地
域
を
県
別
・
市
町
村
別
に
、
規
模
に
応
じ

　

て
色
分
け
し
て
地
図
上
に
表
示
。

◇
「
停
電
戸
数
」「
復
旧
見
込
み
時
間
」
の
確
認
、中
国
電
力
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
「
停
電
原
因
」
に
関
す
る
情
報
の
提
供
。

▼
停
電
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

中
国
電
力(

株)

米
子
営
業
所

　

☎
０
１
２
０
‐
２
１
１
‐
４
７
６
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

▼ダウンロード

◇Android（5.0以上対象）

　　「Google Playストア」

◇ iPhone・iPad（iOS 10.0以上対象）

　　　 　「App Store」

※ダウンロードは無料です。

　（別途通信料がかかります）

※詳しくは中国電力ホームページを

　ご覧ください。
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学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
　
　

調
理
等
業
務
の
民
間
委
託

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

安
心
・
安
全
で
お
い
し
い
学
校
給
食
の
提
供
を
目

指
し
、
４
月
か
ら
調
理
等
業
務
を
民
間
に
委
託
し

ま
し
た
。

▼
新
た
に
民
間
委
託
し
た
業
務

　

お
よ
び
委
託
事
業
者

◆
調
理
、
洗
浄
業
務

◇
株
式
会
社
東
洋
食
品

※
株
式
会
社
東
洋
食
品
は
、
学
校
給
食
調
理
を
専

　

門
と
し
て
お
り
、
県
内
や
全
国
で
多
数
の
受
託

　

実
績
を
有
す
る
最
大
手
の
事
業
者
で
す
。

▼
引
続
き
民
間
委
託
し
た
業
務

　

お
よ
び
委
託
事
業
者

◆
配
送
業
務

◇
株
式
会
社
共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

※
株
式
会
社
共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
、
学
校
給
食

　

セ
ン
タ
ー
開
設
当
初
か
ら
配
送
業
務
を
受
託
し
、

　

給
食
の
配
送
を
安
定
し
て
行
っ
て
き
た
事
業
者

　

で
す
。

▼
委
託
期
間

平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
34
年
（
２
０
２
２
年
）
３
月
31
日
ま
で

（
３
年
間
）

▼
こ
れ
ま
で
ど
お
り
市
が
直
営
で
行
う
業
務

◆
献
立
作
成
、
食
材
の
調
達
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
、

　

給
食
費
、
施
設
管
理

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　

☎
21
‐
２
１
１
１

新設の課

観光振興課

▼主な業務　観光の振興、水木しげる記念館の
運営、はまるーぷバスの利用促進など
　観光振興係　　　　　　　☎４７－１０６８
　水木しげる記念館　　　　☎４２－２１７１
　交通政策係　　　　　　　☎４７－１０２８

「街なみ環境整備に関する事務」の
担当課が変わりました

（旧）
　水木しげるロードリニューアル推進課【廃止】
（新）
　建築営繕課　　　　　　　☎４７－１０５１

市役所の組織が変わりました
４月１日から市役所の組織が一部変更になりました。　　　

▼問い合わせ先　総務課行政係　☎４７－１００７

組織変更の課

管理課

▼主な業務　工事の入札、契約、設計および監督、
地籍調査、道路公園の維持など
　管理係　　　　　　　　　☎４７－１０７３
　　　　　　　　　　　　　☎４７－１０７６
　土木係　　　　　　　　　☎４７－１０５８
　　　　　　　　　　　　　☎４７－１０６１
　地籍調査係　　　　　　　☎４７－１０６４
　道路公園維持係【新設】　☎４７－１０７４
　※計画係は廃止

水産商工課

▼主な業務　水産業および商工業の振興、経済
交流の推進、外国人技能実習生との交流など
　水産振興係　　　　　　　☎４７－１０５５
　経済交流係　　　　　　　☎４７－１０２９
　商工振興係　　　　　　　☎４７－１０５６

都市整備課
▼主な業務　都市計画、夕日ヶ丘の分譲促進事

務、空港および港湾の整備、空き家対策（特定
空き家、空き家バンク）など
　都市政策係　　　　　　　☎４７－１０６５
　　　　　　　　　　　　　☎４７－１０６６
　夕日ヶ丘販売促進室　　　☎４７－１２１２
　港湾空港対策室　　　　　☎４７－１０２７

農政課

▼主な業務　農業の振興、農地の調整など
　農業振興係　　　　　　　☎４７－１０４９
　農地調整係　　　　　　　☎４７－１０５３

15　平成３１年４月



市
民
グ
ル
ー
プ
活
動
紹
介

～さかいみなと　まちの話題　～まちの話題　～

《
高
松
の
昔
を
語
る
会
》

【
団
体
紹
介
】

　

平
成
19
年
６
月
に
高
松
町
の
歴
史
に
興
味

の
あ
る
仲
間
が
集
ま
り
、「
高
松
に
は
高
松

の
昔
の
歴
史
の
記
録
が
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
な

い
け
ん
、
い
っ
ぺ
ん
皆
で
高
松
や
余
子
の
昔

の
こ
と
を
語
り
あ
っ
て
、
そ
れ
を
記
録
し
、

後
世
に
残
し
て
み
ょ
い
や
。」
と
い
う
事
で
、

こ
の
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

明
治
２
年
に
当
時
の
伯ほ
う
き
の
く
に

耆
国
会あ

い
み
ぐ
ん

見
郡
竹
内

村
枝
村
高
松
が
分
村
独
立
し
、
新
た
に
高
松

村
と
な
り
ま
し
た
。
集
落
の
形
成
が
い
つ
頃

か
ら
始
ま
っ
た
か
、
記
録
が
な
く
詳
細
は
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
高
松
神
社
の
歴
史
や
阿
弥

陀
堂
の
歴
史
、
古
く
か
ら
あ
る
五
輪
塚
、
常

夜
灯
、
高
松
の
門
名
や
屋
号
、
ま
た
戦
時
中

に
あ
っ
た
海
軍
航
空
廠
し
ょ
う

等
に
つ
い
て
話
し
合

い
、時
に
は
現
地
で
の
実
地
研
修
等
を
行
い
、

平
成
26
年
に
は
そ
れ
ら
を
集
大
成
し
た
約

１
０
０
ペ
ー
ジ
の
小
冊
子
「
高
松
の
事
」
を

作
成
し
、
全
戸
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
。

　

最
近
で
は
新
た
に
、
明
治
維
新
の
時
の
鳥

取
藩
新し
ん

国こ
く

隊た
い

に
参
加
し
た
若
者
２
人
が
、
高

松
に
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

【
主
な
活
動
】

　

原
則
、
月
に
１
回
、
第
３
土
曜
日
午
後
１

時
半
か
ら
４
時
頃
ま
で
、高
松
町
会
館
に
て
、

例
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。。

【
コ
メ
ン
ト
】　

　

当
初
は
15
人
程
度
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

が
高
齢
化
が
進
み
、
現
在
の
会
員
は
70
〜
90

才
台
の
10
人
弱
と
な
っ
て
お
り
、語
り
継
ぎ
、

記
録
と
し
て
残
し
て
い
く
た
め
に
も
若
手
を

含
む
会
員
増
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
他
の
町
内
の
「
語
る
会
」
と
の
交

流
が
で
き
れ
ば
、
新
た
な
発
見
が
で
き
る
か

と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

　

高
松
の
昔
を
語
る
会

　
　

会
長　

阿
部
幸
夫
さ
ん

　
　

☎
０
８
０
‐
３
５
３
１
‐
６
９
４
０

　
　

☎
45
‐
３
５
２
６

©水木プロ

心地よいしおかぜに吹かれて
  第４回境港カニカニマラソン大会

　境水道沿いを会場として、３月３日（日）にマラソン大
会が開催されました。
　１．５ｋｍ、３ｋｍ、１０ｋｍの３コース、６部門で行
われた大会には、今年も多くのランナーが参加し、沿道か
らの温かい声援を受けながら、快走していました。
　当日はあいにくの曇り空となりましたが、元気な子ども
たちの姿や、さまざまな仮装した姿で参加するランナーも
多数見られ、思い思いに楽しみながら駆け抜けていきまし
た。

 「ご乗車ありがとうございます」
　はまるーぷバス乗り方教室

　市が運行する市内循環バス「はまるーぷバス」は、市民
の生活交通の手段として多くの利用があります。
　一方では、「バスを利用したいけど、乗り方がわからな
い。」という声もありました。そこで、バスの運行コース
や、時刻表の見方、乗り方などを説明する教室を、市内７
地区で開催しました。
　各地区ともに、多くの人にご参加いただきました。乗り
やすい低床車両で運行される「はまるーぷバス」を、移動
手段の一つとし、市内あちらこちらにお出かけください。

市報さかいみなと　16



～さかいみなと　まちの話題　～～さかいみなと　

Ｓｅａ級グルメが大集合
第５回境港おさかなロード大漁祭

　今年で第５回を数える大漁祭が、３月１６日（土）、
１７日（日）の両日開催されました。
　今年も、境水道海岸通りのおさかなロードに、境港市や
その周辺地域から集まったＳｅａ（海）のグルメが勢ぞろ
いし、来場者らがお気に入りの一品に投票していました。
　そのほかにも、スタンプラリーやクイズ大会、ステージ
では歌や踊り、スペシャルゲストによるトークショーなど
も催され、活気あふれる会場となっていました。

 人間も妖怪もいっしょにお祝い
　生誕９７年　水木しげる生誕祭

平成２７年１１月３０日にご逝去された、水木しげる先
生のふるさとへの功績に感謝し、誕生月である３月に生誕
をお祝いする生誕祭が、３月９日（土）に開催されまし
た。
　今年は、「ゲゲゲ談義２０１９」と題し、アニメの声優
陣によるスペシャルトークショーなども開催され、大盛り
上がりとなったほか、昨年７月にリニューアルした水木し
げるロードでも妖怪仮装大行進が行われ、人間も妖怪もそ
ろって水木しげる先生の生誕を祝いました。

皆さんのグループの活動を市報で
　　　　　　　　　紹介してみませんか？

市報さかいみなとでは、皆さんのグループ活動を広く市民に知っていただくため、市内で活動されて

いるグループを毎月紹介しています。

　芸術、スポーツ、ボランティア、健康運動など、市内で活動されているグループ・サークルはもちろん、

各地区の公民館を会場に自主的に活動されている皆さんも大歓迎です！

　開催予定のイベント告知、新しいメンバー・仲間の募集など、案内も兼ねてグループの活動を紹介し

ていただいてもかまいません。また、活動風景の取材・撮影にも伺いますので、お気軽にお問い合わせ

ください。皆さんのご応募お待ちしています。

、

し

せ

▼申し込み・問い合わせ先
　地域振興課広報情報係
　　☎４７－１０１０

Mail chiikishinkou@city.sakaiminato.lg.jp

Ⓒ水木プロ
17 平成３１年４月



【受験資格】
　１９８４年４月２日以降に生まれた人で、学校教育法
による大学（短期大学を除く）を卒業した人、または
２０２０年３月３１日までに卒業する見込みの人。
【日程】
◇受付期間：４月５日（金）～４月２２日（月）
　　　　　　※消印有効
◇第１次試験：５月１２日（日）
・試験会場：鳥取大学共通教育棟（鳥取会場）、鳥取県
　西部総合事務所（米子会場）
・試験種目：教養試験（多肢選択式）、適正検査
◇第２次試験：７月１日（月）～７月３日（水）（予定）

　上記採用試験の他に、サイバー犯罪捜査官採用試験、
ＳＰＩ（基礎能力試験）での試験コース、武道区分での
試験も同日程で実施されます。

　詳しくは、鳥取県ホームページ（人事委員会ホームペ
ージ）または、鳥取県警察本部警務課人事第二係採用案
内フリーダイヤル（☎０１２０－０２２－７１２）まで
お問い合わせください。

情報あらかると

境港警察署からのお知らせ境港警察署からのお知らせ
境港警察署☎44－ 0110

警察官A（大卒程度）採用試験

誠
道
地
区

　

海
軍
航
空
隊
美
保
基
地
の
建
設
が
始
ま

っ
た
昭
和
14
年
、
そ
の
後
、
誠
道
地
区
に

は
海
軍
航
空
廠

し
ょ
う

美
保
分
工
場
が
、
余
子
駅

裏
に
は
計
器
工
場
が
、
渡
村
旧
組
合
製
糸

跡
に
も
工
場
が
設
け
ら
れ
、
落
下
傘
・
軍

用
計
器
の
製
造
や
航
空
機
修
理
が
な
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
23
年
工
廠

し
ょ
う

跡
地
お
よ
び
建
物
の
払

い
下
げ
を
受
け
、
余
子
村
と
中
浜
村
の
合

意
に
よ
り
鳥
取
県
西
伯
郡
組
合
立
誠
道
中

学
校
が
竣
工
、
開
校
し
ま
す
。

　

昭
和
33
年
、
渡
・
外
江
・
誠
道
の
三
中

学
校
が
統
合
さ
れ
境
港
市
立
第
二
中
学
校

の
開
校
と
な
り
ま
す
。
廃
校
と
な
っ
た
誠

道
中
学
校
の
跡
地
を
中
心
と
し
た
団
地
造

成
事
業
に
よ
る
開
発
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
整
備
が
進
む
中
、
公
営
住
宅

の
建
設
、
住
宅
用
地
の
分
譲
に
よ
り
町
は

次
第
に
発
展
し
て
行
き
ま
す
。

　

昭
和
50
年
、
高
松
町
か
ら
分
離
し
約

７
０
０
戸
か
ら
な
る
誠
道
町
が
誕
生
し
ま

し
た
。
「
誠
道
」
の
由
来
は
、
中
国
の
戦

国
時
代
の
思
想
書
「
中

ち
ゅ
う

庸よ
う

」
よ
り
「
誠
は

天
の
道
な
り
。
こ
れ
を
誠
に
す
る
は
人
の

道
な
り
。
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
き
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

さ
ら
に
発
展
が
続
く
中
、
余
子
小
学
校

に
お
け
る
同
町
児
童
数
の
占
め
る
割
合
が

著
し
く
増
加
し
た
た
め
、
昭
和
58
年
同
校

を
分
離
し
小
学
校
を
新
設
開
校
、
市
内
７

校
区
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
の
余
子
小
学
校
に
占
め
る
誠
道
地

区
児
童
数
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

児
童
数

全
体

誠
道

率
（
％
）

昭
和
46
年

５
２
５
　

５
６

10
・
７

昭
和
50
年

６
４
３

１
８
０

28
・
０

昭
和
57
年

８
３
７

３
１
４

37
・
５

　

誠
道
小
学
校
も
で
き
て
、
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
が
一
層
盛
り
上
が
る
中
、
公
民
館

を
拠
点
に
、
文
化
面
や
子
ど
も
た
ち
へ
の

教
育
に
も
一
層
力
が
入
り
ま
し
た
。
中
で

も
「
誠
道
音
頭
太
鼓
ク
ラ
ブ
」
は
礼
儀
し

つ
け
も
含
め
た
伝
統
芸
能
を
学
ぶ
場
と
し

て
、
ま
た
「
誠
道
こ
ど
も
邑
」
は
若
年
世

帯
の
多
か
っ
た
同
地
区
の
子
ど
も
た
ち
の

高
齢
者
と
の
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
も
他
地
区
以
上
に

熱
心
に
取
り
組
ま
れ
た
よ
う
で
す
。

（
参
考
）
「
境
港
市
史
」
「
誠
道
町
30
年

記
念
誌
」
「
誠
道
町
の
あ
ゆ
み
」

　
　
　
　
　
　

編
集
【
市
史
編
さ
ん
室
】

境
港
史
話
『
温
故
知
新
』（

境
港
史
話
『
温
故
知
新
』（
2121
））　

〜
教
育
熱
心
だ
っ
た
わ
が
ま
ち
境
港

〜
教
育
熱
心
だ
っ
た
わ
が
ま
ち
境
港
〜〜

こんにちは！「伯州綿の地域おこし協
力隊」の仲

なか

里
ざと

心
しん

平
ぺい

と申します。
　今月からこのコーナーで、伯州綿にま
つわる諸々と地域おこし協力隊の活動を
紹介させていただくことになりました。
　よろしくお願いします。
　今回は、私の自己紹介をします。
　かつて私は山梨県の富士吉田市というところで、機械
でシルクなどを織る織物の職人をしておりました。
　あるとき、境港市が数少ない和綿の産地であること、
その活用に取り組んでいることを知り、かねてからの目
標であった「原料から製品まで関わったものづくり」を
実現するチャンスだと思い、境港市に移住して、伯州綿
の地域おこし協力隊になることを決めました。
　現在は、地域の皆さんと一緒に伯州綿を栽培しながら、
前職の知識や経験を生かした新製品の企画・開発に取り
組んでいます。インターネットでも日々の活動をご紹介
していますのでぜひご覧ください。
伯州綿ブログ：http://hakusyumen.blog.fc2.com
フェイスブック：https://www.facebook.com/
　　　　　　　　hakusyumen
　最後になりますが、現在、伯州綿栽培サポーターを募
集しています！伯州綿栽培を一緒に楽しみましょう！
（今月号の折込チラシをご覧ください。）

地域おこし協力隊員だより地域おこし協力隊員だより
農政課農業振興係☎47－ 1049

誠道中学校
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情報あらかると

クーリング・オフとは、いったん申し込みや契約をし
た場合でも、冷静に考え直す時間を与え、一定期間内で
あれば無条件で契約を解除できる特別な制度です。
　訪問販売や電話勧誘販売など不意打ち的な販売方法
や、仕組みが複雑で契約内容を理解するのが難しい取引
などにこの制度が設けられています。
【クーリング・オフができる期間】
　クーリング・オフができる期間は取引形態によって異
なります。訪問販売や電話勧誘販売などは８日間ですが、
契約した日ではなく、契約書面を受け取った日を１日目
として数えます。
【通知方法】
 　必ず書面（はがきなど）
で、販売会社の代表者あて
に通知します。送る前に必
ずコピーし、特定記録郵便
や簡易書留などで送りまし
ょう。クレジット契約した
場合は、同様の通知をクレ
ジット会社にも送ります。
【クーリング・オフができない取引もあります】
　健康食品や化粧品などの特定の消耗品を使用してしま
った場合や、３０００円未満の現金取引、自動車の取引
などもクーリング・オフをすることはできません。
　また、通信販売にはクーリング・オフ制度はなく、事
業者の設けた返品特約に従うことになります。通信販売
利用時には事前によく確認しましょう。
■相談受付時間
　毎週月～金曜日
　午前９時～正午、午後１時～４時

消費者の味方「クーリング・オフ制度」
消費生活相談室☎47－ 1106 FAX 44 － 7957

203消費生活相談室です消費生活相談室です
地域振興課人権政策室☎47－ 1102

みんなで拓く人権文化みんなで拓く人権文化 188

　本市は、「一人ひとりを大切にした人権が尊重され
るまちづくり」を推進しています。その実現には、日
々の生活の中での判断・行動の基礎となる感覚（人権
感覚）を常に磨かなければなりません。市民一人ひと
りが、「人権尊重のまちづくりの担い手」として、様
々な人権課題について主体的に学び、互いに協力し合
って、『絆』を育むことが大切です。
　「人権」とは、あなたも、私も、「すべての人間が人
間らしく、幸せを求めて生きることのできる、生まれ
ながらにしてもっている権利」です。
　今年度も、「人権学習講座」を予定しています。
【主な予定】
◇境港ふれあい・ほっと アカデミー（春・夏・冬）
　※人権学習講座
◇境港ふれあい・ほっと ミーティング
　※人権学習地区巡回講座
◇境港市人権ふれあいフェスティバル　　
　※詳しい日程、内容が決まりましたら、市報、ホー
　　ムページ等でお知らせします。

現在、都市部を中心として風しんの流行がみられ、
いつ全国的な大流行になってもおかしくない状況が続
いています。
　風しんは飛沫感染によって起こり、軽いかぜのよう
な症状で始まり、発疹、発熱、後頚

けい

部リンパ節腫
しゅ

脹
ちょう

な
どが主症状です。
　そして、この風しんが恐ろしいのは、妊婦が妊娠早
期にかかると、心臓病、白内障、聴力障がいなどの障
がいを持った子どもが生まれる可能性が高くなること

です。
　風しんは感染力が非常に高く、予防のためには、風
しんのワクチン接種により十分な抗体をつけることが、
最も有効な方法です。
　しかし、現在３９歳から５６歳（昭和３７年４月２
日～昭和５４年４月１日生まれ）の男性は、これまで
一度もワクチンの法定接種の機会がなかったため、現
在の風しんの罹患者の多くがこの世代となっています。
　そこで、今年度から市町村では、上記の現在３９歳
から５６歳の男性を対象として、無料の抗体検査を実
施し、その結果、抗体価の低い人に無料でワクチン接
種を実施することになりました。対象者には、市から
通知が届きますので、まずは抗体検査を受けましょう。

▼問い合わせ先 健康推進課☎４７－１０４２

保健師の
　ちょっと一言
風しんについて

「絆」が育む人権のまちづくり

（はがき記載例）

契
約
年
月
日
　
平
成
○
年
○
月
○
日

・
販
売
店
名

・
販
売
店
住
所

・
商
品
名

・
契
約
金
額

右
日
付
の
契
約
を
解
除
し
ま
す
。

　
平
成
○
年
○
月
○
日

既
払
い
金
は
返
金
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
住
所
　（
契
約
者
の
住
所
）

　
　
　
氏
名
　（
契
約
者
名
）

19 平成３１年４月
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ  

市

長

と

語

る

会

　

境
港
市
自
治
連
合
会
で
は
、
市
内

の
各
公
民
館
で
市
長
と
語
る
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

市
政
に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会

で
す
の
で
、お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
自
治
連
合
会
事
務
局
（
自

治
防
災
課
内
）　

☎
47
‐
１
０
２
３

鳥
取
県
知
事
・
鳥
取

県
議
会
議
員
選
挙

　

４
月
７
日
（
日
）
は
鳥
取
県
知
事

選
挙
お
よ
び
鳥
取
県
議
会
議
員
選
挙

の
投
票
日
で
す
。

　

投
票
時
間
は
、
午
前
７
時
〜
午
後

８
時
で
す
。

　

大
切
な
一
票
を
棄
権
す
る
こ
と
な

く
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
８
２

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　

自
身
の
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
が

適
正
か
ど
う
か
を
確
認
で
き
る
よ
う

に
固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
31
年
度
固
定
資
産
税

納
税
通
知
書
お
よ
び
課
税
明
細
書
は

４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬
に
か
け
て

送
付
す
る
予
定
で
す
。

▼
縦
覧
期
間

　

４
月
１
日（
月
）〜
５
月
31
日（
金
）

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

▼
縦
覧
場
所　

税
務
課
窓
口

▼
縦
覧
で
き
る
人

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者

▼
持
参
す
る
も
の　

印
章

※
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
と
代
理　

　

人
の
印
章

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
１
８

行
政
相
談
委
員
の
紹
介

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か

ら
市
町
村
ご
と
に
委
嘱
さ
れ
、
無
償

で
、
皆
さ
ん
か
ら
国
の
行
政
機
関
等

の
仕
事
に
つ
い
て
の
要
望
や
暮
ら
し

の
困
り
ご
と
を
お
聴
き
し
、
解
決
の

た
め
の
助
言
や
、
関
係
機
関
へ
の
連

絡
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
相
談
日
程
等
は
巻
末
に
掲
載
し
て

　

い
ま
す
。

※
４
月
１
日
付
け
で
行
政
相
談
委
員

　

の
委
嘱
替
え
が
行
わ
れ
、
本
市
で

　

は
、
次
の
３
人
が
引
き
続
き
委
嘱

　

さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
２
０
２
１

　

年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

◇
長な
が

榮え

善ぜ
ん

二じ

郎ろ
う

さ
ん
（
末
広
町
）

◇
渡
辺
は
る
み
さ
ん
（
栄
町
）

◇
湯ゆ

越ご
し

敬け
い

さ
ん
（
中
野
町
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
行
政
評
価
事
務
所

　
　

☎
０
８
５
７
‐
24
‐
５
５
４
２

入
札
結
果
の
公
表

　

予
定
価
格
が
１
千
万
円
以
上
の
入

札
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

管
理
課
管
理
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
７
６

国
民
健
康
保
険
証
の
有
効
期
限

　

平
成
30
年
度
の
国
民
健
康
保
険
証

は
３
月
末
で
有
効
期
限
が
切
れ
て
お

り
、
新
し
い
保
険
証
は
有
効
期
限
が

来
年
７
月
末
ま
で
に
変
更
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

お
持
ち
の
保
険
証
が
期
限
切
れ
に

な
っ
て
い
る
人
は
、
市
民
課
の
窓
口

で
更
新
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
更
新
に
必
要
な
も
の

◇
古
い
国
民
健
康
保
険
証

◇
国
民
健
康
保
険
税
所
得
申
告
書

　
（
提
出
が
必
要
な
人
の
み
。
２
月

　

下
旬
に
郵
送
し
て
い
ま
す
。）

※ 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
人
は
、

今
回
の
更
新
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
新
し
い
保
険
証
は
７
月
下
旬

に
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

【
職
場
で
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
た

人
へ
】

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
た

人
が
就
職
な
ど
で
職
場
の
健
康
保
険

に
加
入
さ
れ
た
場
合
に
は
、
手
続
き

が
必
要
で
す
。

　

手
続
き
を
し
な
い
と
、
二
重
に
保

険
料
が
か
か
っ
た
状
態
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

◇
新
し
く
で
き
た
保
険
証

◇
今
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
証

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
保
険
年
金
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
３
６

地 区 日 に ち 開 始 時 間 場 　 所

上 道 4月 22 日（月） 午後 7時 30 分 上 道 公 民 館

境 4月 24 日（水） 午後 7時 境 公 民 館

中 浜 4月 26 日（金） 午後 7時 30 分 中 浜 公 民 館

外 江 5月 15 日（水） 午後 7時 30 分 外 江 公 民 館

渡 5月 17 日（金） 午後 7時 30 分 渡 公 民 館

誠 道 5月 20 日（月） 午後 7時 30 分 誠 道 公 民 館

余 子 5月 27 日（月） 午後 7時 30 分 余 子 公 民 館

種 別 土　木

工 事 名
渡漁港

内水排除施設
築造工事

入 札 日 2 月 8 日

予定価格 51,991 千円

落 札 額 46,815 千円

落 札 率 90.0%

落 札 者
美保テクノス㈱
境港営業所

市報さかいみなと　20
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国
民
年
金
保
険
料

産
前
産
後
期
間
の
免
除
制
度

　

国
民
年
金
保
険
料
の
産
前
産
後
期

間
の
免
除
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
る
人
は
、
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

▼
免
除
期
間

　

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属

す
る
月
の
前
月
か
ら
４
カ
月
間
の
国

民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産
予
定
日

ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
３
カ

月
前
か
ら
６
カ
月
間
の
保
険
料
が
免

除
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
免
除
と
な

る
の
は
平
成
31
年
４
月
以
降
の
期
間

の
み
で
す
。

　

産
前
産
後
の
免
除
期
間
は
保
険
料

納
付
済
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

※
出
産
と
は
、妊
娠
85
日
（
４
カ
月
）

　

以
上
の
出
産
を
い
い
ま
す
。（
早

　

産
、
流
産
、
死
産
さ
れ
た
人
を
含

　

み
ま
す
。）

▼
対
象
と
な
る
人

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
、

出
産
日
が
平
成
31
年
２
月
１
日
以
降

の
人

▼
届
け
出
時
期

　

出
産
予
定
日
の
６
カ
月
前
か
ら
届

け
出
で
き
ま
す
。

▼
届
け
出
・
問
い
合
わ
せ
先

◇
市
民
課
保
険
年
金
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
３
５

◇
米
子
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　

☎
34
‐
６
１
１
１

産
後
健
康
診
査
の
助
成

　

産
後
健
康
診
査
の
助
成
回
数
が
２

回
に
増
え
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
以
降
に
受
診
さ
れ
る
場

合
、
産
後
２
週
間
、
産
後
１
カ
月
の

２
回
分
に
つ
い
て
、
費
用
を
助
成
し

ま
す
。

　

助
成
の
対
象
と
な
る
人
へ
は
、
個

別
通
知
で
ご
案
内
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
母
子
保
健
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
２

児

童

扶

養

手

当

▼
対　

象

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
ま
た
は
母
、

祖
父
母
な
ど
で
18
歳
ま
で
（
障
が
い

が
あ
る
場
合
は
20
歳
）
の
子
ど
も
を

養
育
す
る
人

※
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い
に

　

あ
る
等
、
対
象
と
な
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

▼
手
当
額
（
月
額
）

　

全
部
支
給
の
と
き
の
月
額
（
４
月

以
降
分
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
児
童
１
人
目　
　

４
２
９
１
０
円

◇
児
童
２
人
目　
　

１
０
１
４
０
円

◇
児
童
３
人
目
以
降　

６
０
８
０
円

※
所
得
な
ど
の
制
限
が
あ
り
、
支
給

　

さ
れ
な
い
場
合
や
減
額
さ
れ
る
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
請
方
法

　

子
育
て
支
援
課
窓
口
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

◇
戸
籍
の
全
部
事
項
証
明
書

◇
印
章
な
ど

※
支
給
条
件
に
応
じ
て
他
に
書
類
が

　

必
要
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
課
育
児
支
援
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
７
７

ひ
と
り
親
家
庭
入
学
支
度
金

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
小
・
中
学
校
入

学
者
に
対
し
、
支
度
金
を
支
給
し
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
対
象
者
（
①
〜
③
全
て
満
た
し
て

い
る
人
）

①
市
内
在
住
者

②
４
月
に
小
・
中
学
校
に
入
学
す
る

　

児
童
・
生
徒
を
養
育
し
て
い
る
ひ

　

と
り
親

③
平
成
29
年
分
の
所
得
税
（
年
少
扶

　

養
控
除
分
を
考
慮
し
た
額
）
が
非

　

課
税
の
人
（
た
だ
し
生
活
保
護
法

　

よ
る
教
育
扶
助
の
対
象
者
は
除
く
）

▼
支
給
額

　

児
童
１
人
に
つ
き　

１
万
円

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

◇
ひ
と
り
親
家
庭
を
証
明
す
る
も
の

　
（
児
童
扶
養
手
当
証
書
な
ど
）

◇
印
章

◇
振
り
込
み
先
の
わ
か
る
も
の
（
銀

　

行
通
帳
）

※
申
請
書
は
入
学
説
明
会
の
際
に
各

　

小
・
中
学
校
で
も
配
布
し
ま
す
。

　

ま
た
、
窓
口
で
も
お
渡
し
し
て
い

　

ま
す
。

※
平
成
30
年
１
月
２
日
以
降
に
境
港

　

市
に
転
入
さ
れ
た
人
は
、
平
成
29

　

年
分
の
所
得
の
分
か
る
源
泉
徴
収

　

票
な
ど

▼
受
付
期
限　

５
月
７
日
（
火
）

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
課
育
児
支
援
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
７
７

ひ

と

り

親

向

け

行

政

サ

ー

ビ

ス

【
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
】

▼
対　

象

　

20
歳
未
満
の
子
を
養
育
す
る
父
ま

た
は
母
で
、
児
童
扶
養
手
当
受
給
者

ま
た
は
同
等
の
所
得
水
準
に
あ
る
こ

と▼
内　

容

　

資
格
取
得
の
た
め
に
１
年
以
上
学

校
に
通
う
際
の
生
活
費
相
当
を
支
給

し
ま
す
。

※
入
学
金
等
の
貸
付
制
度
も
あ
り
ま

　

す
。

【
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
】

▼
対　

象

　

20
歳
未
満
の
子
を
養
育
す
る
父
ま

た
は
母
で
、
児
童
扶
養
手
当
受
給
者

ま
た
は
同
等
の
所
得
水
準
に
あ
る
こ

と

▼
内　

容

　

資
格
取
得
の
た
め
に
受
講
し
た
対

象
講
座
の
一
部
を
給
付
金
と
し
て
支

給
し
ま
す
。

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

【
災
害
遺
児
手
当
】

▼
対　

象

　

中
学
生
ま
で
の
児
童
を
養
育
す
る

者
で
、
所
得
税
が
非
課
税
世
帯
で
あ

る
こ
と

▼
内　

容

　

養
育
者
が
天
災
、
事
故
、
自
死
に

よ
り
死
亡
、
障
が
い
の
状
態
に
な
っ

た
児
の
健
全
な
育
成
の
た
め
の
手
当

（
毎
月
２
千
円
）
を
支
給
し
ま
す
。

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
課
育
児
支
援
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
７
７
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幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

10
月
１
日
か
ら
、
幼
児
教
育
・
保

育
の
無
償
化
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
が

正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。
幼
稚
園
、

保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
等
を
利
用

す
る
３
歳
か
ら
５
歳
の
お
子
さ
ん
と

０
歳
か
ら
２
歳
の
住
民
税
非
課
税
世

帯
の
お
子
さ
ん
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
保

育
料
等
の
負
担
に
つ
い
て
は
、
従
来

ど
お
り
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
後
国
か
ら

　

示
さ
れ
る
予
定
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
課
児
童
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
６

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
等

購

入

費

の

補

助

▼
対　

象

　

市
内
に
居
住
す
る
６
歳
未
満
児
を

養
育
し
て
い
る
保
護
者

※
子
ど
も
１
人
に
つ
き
１
回
限
り

▼
補
助
金
額

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
等
購
入
費
用

の
２
分
の
１
（
５
千
円
を
上
限
）

▼
申
請
方
法

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
等
を
購
入
後
、

１
年
以
内
に
自
治
防
災
課
の
窓
口
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
類
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

　

は
、
自
治
防
災
課
の
窓
口
に
あ
り

　

ま
す
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

◇
領
収
書
（
金
額
、
品
名
、
日
付
、

　

販
売
店
名
の
記
載
の
あ
る
も
の
）

◇
取
り
扱
い
説
明
書

◇
印
章

◇
申
請
者
の
通
帳
（
補
助
金
の
振
込

　

先
が
わ
か
る
も
の
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
防
災
課
自
治
防
災
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
３

就

学

援

助

制

度

　

小
・
中
学
生
の
い
る
家
庭
で
、
経

済
的
な
理
由
で
就
学
が
困
難
な
世
帯

に
、
学
用
品
費
・
校
外
活
動
費
（
修

学
旅
行
費
等
）・
給
食
費
な
ど
の
費

用
の
一
部
を
援
助
す
る
制
度
で
す
。

▼
対　

象

◇
要
保
護
世
帯
（
生
活
保
護
法
に
よ

　

り
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯
）

※
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
準
要
保
護
世
帯
（
要
保
護
世
帯
に

　

準
ず
る
程
度
に
、
経
済
的
に
困
っ

　

て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯
）

※
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
各
小
・
中
学
校

◇
教
育
総
務
課　

☎
47
‐
１
０
８
５

奨
学
資
金
の
貸
し
付
け

　

進
学
す
る
人
の
就
学
援
助
と
し
て
、

奨
学
資
金
の
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
。

▼
対　

象

　

高
等
学
校
の
全
日
制
、
定
時
制
お

よ
び
、
通
信
制
の
各
課
程
に
在
籍
し

て
い
て
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就

学
が
困
難
な
人
で
、
３
年
以
上
本
市

に
在
住
の
人
。

▼
貸
付
金
額　

月
額
９
千
円
以
内

▼
貸
し
付
け
条
件　

無
利
子

▼
貸
付
期
間　

３
年
以
内

▼
申
込
期
限　

４
月
19
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　

教
育
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
８
５

高
齢
者
実
態
調
査
・
避
難
行
動

要
支
援
者
名
簿
登
録
調
査

　

市
で
は
毎
年
４
月
か
ら
５
月
に
か

け
、
高
齢
者
の
実
態
調
査
お
よ
び
災

害
時
の
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に

登
録
す
る
た
め
の
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。

▼
対　

象

◇
65
歳
以
上
の
１
人
世
帯

◇
80
歳
以
上
の
人
の
み
の
世
帯

▼
内　

容

　

民
生
委
員
が
、
対
象
と
思
わ
れ
る

ご
家
庭
を
訪
問
し
、
緊
急
連
絡
先
や

健
康
状
態
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課
高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
３
９

障
が
い
者
手
当
等
の
ご
案
内

【
特
別
障
害
者
手
当
】

▼
対　

象

　

重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生

活
で
常
に
介
護
を
必
要
と
す
る
、
在

宅
の
20
歳
以
上
の
人

▼
手
当
額
（
月
額
）

　
　
　
　
　

２
万
７
２
０
０
円

【
障
害
児
福
祉
手
当
】

▼
対　

象

　

重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生

活
で
常
に
介
護
を
必
要
と
す
る
、
在

宅
の
19
歳
以
下
の
人

▼
手
当
額
（
月
額
）

　
　
　
　
　

１
万
４
７
９
０
円

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

▼
対　

象

　

中
度
以
上
の
障
が
い
が
あ
る
19
歳

以
下
の
児
童
を
在
宅
で
養
育
し
て
い

る
人

▼
手
当
額
（
月
額
・
１
人
当
た
り
）

◇
１
級　
　

５
万
２
２
０
０
円

◇
２
級　
　

３
万
４
７
７
０
円

【
共
通
事
項
】

　

そ
れ
ぞ
れ
に
、
認
定
基
準
や
所
得

制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
申
請
方
法

や
必
要
書
類
な
ど
、
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
福
祉
係
☎
47
‐
１
１
２
１

　
　
　
　
　
　

FAX

42
‐
５
９
８
７

タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
の
助
成

　

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持

ち
の
人
に
、
通
院
や
外
出
等
で
タ
ク

シ
ー
を
利
用
す
る
際
の
チ
ケ
ッ
ト
を

交
付
し
ま
す
。

▼
対　

象

　

次
の
い
ず
れ
か
の
交
付
を
受
け
、

申
請
日
の
属
す
る
年
度
（
申
請
を
行

う
月
が
４
〜
６
月
の
場
合
、前
年
度
）

の
市
民
税
が
非
課
税
の
人

◇
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級

◇
療
育
手
帳
Ａ

※
今
年
度
よ
り
次
の
人
も
対
象
と
な

　

り
ま
す
。

◇
下
肢
機
能
障
害
、
体
幹
機
能
障
害

　

ま
た
は
乳
幼
児
期
以
前
の
非
進
行

　

性
の
脳
病
変
に
よ
る
運
動
機
能
障

　

害
（
移
動
機
能
障
害
に
限
る
）
が

　

あ
る
人
で
身
体
障
害
者
手
帳
３
級

◇
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

▼
交
付
枚
数　

１
カ
月
４
枚

※
年
間
48
枚
を
限
度
と
し
ま
す
。

▼
持
参
す
る
も
の

◇
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

◇
印
章

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
福
祉
係
☎
47
‐
１
１
２
１

　
　
　
　
　
　

FAX

42
‐
５
９
８
７
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運
転
免
許
の
自
主
返
納

に

対

す

る

支

援

▼
対　

象

　

有
効
期
限
の
あ
る
運
転
免
許
を
自

主
返
納
さ
れ
た
市
民

▼
支
援
内
容

　

は
ま
る
ー
ぷ
バ
ス
回
数
乗
車
券
11

冊
（
１
冊
11
枚
綴
り
）
を
１
回
交
付

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

◇
警
察
署
（
免
許
セ
ン
タ
ー
）
に
お

　

い
て
自
主
返
納
し
た
と
き
に
交
付

　

さ
れ
る
「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許

　

の
取
消
通
知
書
」
の
写
し
、
ま
た

　

は
、「
運
転
免
許
経
歴
書
」
の
写

　

し
◇
印
章

▼
申
請
期
間

　
「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取
消

通
知
書
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
取
消

日
、
ま
た
は
、「
運
転
免
許
経
歴
書
」

に
記
載
さ
れ
て
い
る
交
付
日
の
い
ず

れ
か
の
日
か
ら
60
日
以
内

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
防
災
課
自
治
防
災
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
３

高
齢
者
へ
の
助
成
制
度

【
軽
度
生
活
援
助
費
】

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
在
宅
生

活
を
支
援
す
る
た
め
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
を
通
し
て
、
次
の
表
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
、
年
間

16
時
間
を
上
限
に
、
利
用
料
の
５
割

を
援
助
し
ま
す
。

▼
対　

象

◇
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

◇
70
歳
以
上
の
み
の
世
帯
の
人

※
た
だ
し
、
施
設
入
所
中
ま
た
は
、

　

入
院
中
の
人
は
対
象
外
で
す
。

▼
持
参
す
る
も
の　

印
章

※
申
請
書
は
、
長
寿
社
会
課
窓
口
に

　

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
郵
送
に
よ
る

　

申
請
も
で
き
ま
す
。

※
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
依
頼

　

す
る
前
に
、
市
に
申
請
を
す
る
必

　

要
が
あ
り
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
利
用

　

後
に
市
に
申
請
さ
れ
た
場
合
は
、

　

そ
の
利
用
分
に
つ
い
て
は
助
成
の

　

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

【
は
り
・
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
費
】

　

は
り
・
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
費

の
一
部
を
助
成
す
る
券
を
交
付
し
ま

す
の
で
、
利
用
で
き
る
市
内
の
施
術

機
関
で
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

▼
対　

象

70
歳
以
上
で
、
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
人

▼
助
成
額

　

利
用
１
回
に
つ
き
９
０
０
円
の
助

成
券
を
申
請
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で

の
月
数
分
交
付
し
ま
す
。

▼
持
参
す
る
も
の

◇
印
章

【
在
宅
高
齢
者
介
護
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　

紙
お
む
つ
代
】

　

お
む
つ
利
用
券
を
交
付
し
ま
す
の

で
、
市
内
の
取
扱
店
、
薬
店
な
ど
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
対　

象

　

在
宅
で
65
歳
以
上
の
常
時
お
む
つ

が
必
要
な
人
を
介
護
し
、
お
む
つ
使

用
者
、
介
護
者
が
共
に
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
人

▼
助
成
額　

月
額
１
２
０
０
円

※
介
護
保
険
の
要
介
護
度
４
ま
た
は
、

　

５
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
を
介

　

護
し
て
い
る
人
は
、
月
額
６
２
５

　

０
円
分
を
交
付
し
ま
す
。

▼
持
参
す
る
も
の

◇
介
護
保
険
証

◇
介
護
者
の
印
章

【
高
齢
者
住
宅
整
備
資
金
貸
付
制
度
】

60
歳
以
上
の
人
の
た
め
に
、
部
屋

や
浴
室
、ト
イ
レ
な
ど
を
増
改
築（
新

築
は
除
く
）
す
る
同
居
親
族
の
人
に

対
す
る
貸
付
制
度
で
す
。

▼
貸
し
付
け
条
件

◇
元
利
金
の
償
還
が
確
実
な
人
（
市

　

民
税
の
所
得
割
が
課
税
の
人
）

◇
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

◇
整
備
す
る
住
宅
が
、
借
受
人
の
所

　

有
で
あ
る
こ
と

◇
申
請
以
前
の
着
工
で
な
い
こ
と

◇
工
事
が
確
実
に
年
度
内
に
終
了
す

　

る
こ
と

◇
連
帯
保
証
人
が
２
人
あ
る
こ
と

　
（
連
帯
保
証
人
も
市
民
税
の
所
得

　

割
が
課
税
で
市
税
の
滞
納
が
無
い

　

こ
と
）

※
借
受
人
と
同
一
生
計
に
あ
る
人
は
、

　

連
帯
保
証
人
に
な
れ
ま
せ
ん
。

▼
申
込
期
限

　

来
年
１
月
31
日
（
金
）

▼
貸
付
限
度
額　

２
５
０
万
円

▼
利　

率

　

０
・
０
１
％
（
３
月
現
在
）

※
変
動
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

▼
償
還
に
つ
い
て

　

償
還
期
限
は
、
10
年
以
内
で
半
年

賦
償
還
で
す
。（
３
月
・
９
月
支
払
い
）

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課
高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
３
９

高

齢

者

の

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

今
年
度
の
定
期
接
種
の
対
象
と
な

る
人
に
は
、
３
月
末
に
、
接
種
券
を

郵
送
し
て
い
ま
す
。
接
種
を
希
望
す

る
人
は
医
療
機
関
に
直
接
申
し
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い
。（
要
予
約
）

▼
対
象
者

　

来
年
３
月
末
時
点
の
年
齢
が
65
歳
、

70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、

95
歳
、
お
よ
び
１
０
０
歳
以
上
の
人

※
過
去
に
接
種
し
た
こ
と
が
な
い
人

　

に
限
り
ま
す
。（
平
成
26
年
度
に

　

実
施
し
た
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

　

定
期
接
種
で
接
種
済
の
人
は
対
象

　

に
な
り
ま
せ
ん
。）

▼
接
種
で
き
る
期
間

　

４
月
１
日
か
ら
来
年
３
月
31
日

▼
接
種
回
数　

１
回

▼
自
己
負
担
額　

２
４
０
０
円

※
平
成
30
年
度
の
市
民
税
非
課
税
世

　

帯
は
無
料

▼
そ
の
他

　

転
入
さ
れ
た
人
な
ど
、
対
象
者
で

接
種
券
が
届
か
な
い
場
合
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
１

サービス内容 援助後の利用者負担額

◇外出時の補助（外出・散歩の付き添い）
◇家周りや墓地の手入れ（除草等）
◇家屋内の整理（掃除等）
◇季節ものの入れ替え（ストーブ、衣類等）
◇台風等の自然災害への防備等
　　　　　　　　　　（植木鉢の移動等）
◇家屋の電球交換・水道パッキンの交換

 1 時間あたり 407 円

◇除雪 １時間あたり 440 円

◇庭木のせん定（生垣、植木等）
◇軽微な修繕（家屋の軽微な修繕等）

１時間あたり 578 円

（注）原材料費等の実費は利用者の負担になります。

23 平成３１年４月
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不
動
産
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

　

納
税
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、

市
税
の
滞
納
者
か
ら
差
押
え
た
不
動

産
に
つ
い
て
公
売
を
行
い
ま
す
。

▼
公
売
の
場
所

　

ヤ
フ
ー
株
式
会
社
が
提
供
す
る
公

売
に
関
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
上

※
掲
載
は
４
月
８
日
（
月
）
午
後
１

　

時
以
降

▼
公
売
物
件

◇
清
水
町

・
畑
、
面
積
６
２
３
㎡

◇
誠
道
町

・
宅
地
、
面
積
２
４
４
・
６
２
㎡

・
建
物
、
平
屋

　
　
　
　

床
面
積
４
３
・
４
２
㎡

※
詳
細
は
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト

　

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

https://koubai.auctions.yahoo.co.jp/

▼
公
売
方
法　

期
間
入
札

▼
公
売
参
加
申
し
込
み
期
間

　

４
月
８
日
（
月
）
午
後
１
時

　
　
　
　

〜
23
日
（
火
）
午
後
11
時

▼
入
札
期
間

　

５
月
７
日
（
火
）
午
後
１
時

　
　
　
　

〜
14
日
（
火
）
午
後
１
時

▼
そ
の
他

　

滞
納
市
税
の
解
消
等
の
理
由
に
よ

り
、
公
売
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

収
税
課
滞
納
整
理
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
０

文
化
ホ
ー
ル
休
館
日

　

文
化
ホ
ー
ル
は
、
市
民
会
館
閉
館

後
の
一
時
的
な
措
置
と
し
て
火
曜
日

も
開
館
し
て
い
ま
し
た
が
、
利
用
者

が
少
な
い
た
め
、
５
月
以
降
、
以
前

の
通
り
火
曜
日
は
休
館
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
９
２

中
海
干
拓
地
内
で
の

カ

ラ

ス

駆

除

　

中
海
干
拓
地
内
で
猟
銃
を
使
用
し

た
カ
ラ
ス
の
駆
除
作
業
を
実
施
し
ま

す
。
実
施
の
際
は
干
拓
地
入
口
に
看

板
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

可
能
な
限
り
駆
除
実
施
時
間
の
立

ち
入
り
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

　

４
月
〜
来
年
３
月
末
ま
で
の
日
曜

日
　

午
前
６
時
〜
９
時
30
分

※
月
２
回
程
度
実
施
し
ま
す
。

※
実
施
し
な
い
月
も
あ
り
ま
す
。

▼
と
こ
ろ　

中
海
干
拓
地
全
域

▼
実
施
主
体

　

中
海
干
拓
地
営
農
組
合

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課
農
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
９

農
業
委
員
会
情
報

【
春
の
農
作
業
労
賃
標
準
額
】

　

農
業
委
員
会
で
は
、
平
成
31
年
春

の
農
作
業
労
賃
標
準
額
を
決
定
し
ま

し
た
。

【
畑
の
飛
砂
防
止
に
つ
い
て
】

　

毎
年
春
に
な
る
と
強
風
に
よ
り
畑

地
の
飛
砂
が
住
宅
の
中
に
入
り
込
む

被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
飛
砂
を
防
止
す
る
た
め
防
砂

ネ
ッ
ト
の
設
置
や
強
風
が
予
想
さ
れ

る
際
に
は
事
前
に
散
水
を
行
う
な
ど

の
飛
砂
防
止
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
畑
に
鶏
糞
等
の
肥
料
を

　
　
　
　
　

す
き
込
む
際
の
注
意
】

　

鶏
糞
等
の
肥
料
を
す
き
込
ま
な
い

ま
ま
畑
に
滞
留
さ
せ
る
と
悪
臭
の
原

因
に
な
り
ま
す
の
で
、
肥
料
を
畑
に

搬
入
さ
れ
た
際
は
、
早
め
に
す
き
込

み
を
行
う
な
ど
悪
臭
防
止
対
策
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
農
業
委
員
会
情
報
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局（
農
政
課
内
）　　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
５
３

草
刈
機
等
の
貸
し
出
し

　

自
治
会
の
管
理
地
な
ど
、
市
内
に

あ
る
公
共
的
な
土
地
を
適
正
に
管
理

し
よ
う
と
す
る
団
体
等
に
、
草
刈
用

の
機
械
を
無
償
（
機
械
の
使
用
に
伴

う
燃
料
代
、運
搬
費
は
使
用
者
負
担
）

で
貸
し
出
し
ま
す
。

※
営
利
目
的
で
の
使
用
は
で
き
ま
せ

　

ん
。

▼
貸
し
出
し
機
械

　

刈
払
機
、
ヘ
ッ
ジ
ト
リ
マ
ー
、
自

走
式
草
刈
機
、
乗
用
型
草
刈
機

▼
貸
し
出
し
手
続
き

　

使
用
の
５
日
前
ま
で
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
整
備
課
都
市
政
策
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
６
６

「
都
市
鉱
山
か
ら
つ
く
る
！

み
ん
な
の
メ
ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

回

収

終

了

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
入
賞
メ
ダ
ル
に

廃
棄
さ
れ
た
小
型
家
電
の
リ
サ
イ
ク

ル
材
を
活
用
す
る
「
都
市
鉱
山
か
ら

つ
く
る
！
み
ん
な
の
メ
ダ
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
の
回
収
は
、
メ
ダ
ル

作
製
に
必
要
な
金
属
類
の
確
保
が
で

き
る
見
通
し
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

３
月
末
で
終
了
し
ま
し
た
。

　

境
港
市
で
も
平
成
29
年
か
ら
参
加

し
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

メ
ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
の

小
型
家
電
の
回
収
は
終
わ
り
ま
す
が
、

今
後
も
小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
の
回

収
を
継
続
し
て
行
い
、
循
環
型
社
会

づ
く
り
に
役
立
て
て
行
き
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
45
‐
８
６
２
６

作業名 標準額 摘　要

耕
う
ん

水田一般 18,000 円 １０アールあたり
※水田は荒起こし、
　中耕、代かきの
　３回

水田ほ場整備地 17,000 円

畑 9,000 円

機
械
田
植

水田一般 9,000 円
（12,000 円）

１０アールあたり
※かっこ内は肥料
　散布を含むが、
　肥料代は除く。水田ほ場整備地 7,000 円

（10,000 円）

一般労務 770 円 １時間あたり

Web
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水
道
メ
ー
タ
ー
取
り
替
え
作
業

　

水
道
の
使
用
量
を
計
る
水
道
メ
ー

タ
ー
は
、
計
量
法
に
基
づ
き
、
定
期

的
な
取
り
替
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

５
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
約
１
７

０
０
世
帯
の
水
道
メ
ー
タ
ー
を
取
り

替
え
る
予
定
で
、
該
当
す
る
人
に
は

別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
取
り
替
え
作
業
は
、
米
子
市
水
道

　

局
と
契
約
し
た
水
道
工
事
事
業
者

　

お
よ
び
委
託
人
が
行
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

米
子
市
水
道
局
境
港
営
業
所

　
　
　
　
　
　
　

☎
42
‐
３
０
８
０

計
量
器
（
は
か
り
）
の

定

期

検

査

　

取
り
引
き
や
証
明
上
の
計
量
に
使

用
し
て
い
る
計
量
器
の
定
期
検
査
を

行
い
ま
す
の
で
、
計
量
器
を
お
持
ち

の
人
は
い
ず
れ
か
の
日
に
検
査
を
受

け
て
下
さ
い
。

▼
と　

き

　

４
月
22
日
（
月
）、
25
日
（
木
）、

５
月
10
日
（
金
）、
14
日
（
火
）、
17

日
（
金
）、
21
日
（
火
）

　

各
日
と
も
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

市
役
所
別
館
車
庫

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
く
ら
し
の
安
心
推
進
課

　
　

☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
６
０
１

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ
情
報

【
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
イ
・
シ
ル
バ
ー
デ
イ
】

　

女
性
・
65
歳
以
上
の
人
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
２
・
３
月
曜
日

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

【
各
種
割
引
】

▼
高
齢
者
料
金

70
歳
以
上
の
人
は
常
時
３
０
０
円

▼
時
間
帯
割
引

　

正
午
ま
で
の
入
館
女
性
は
割
引

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
家
族
割
引

◇
家
族
連
れ
の
小
・
中
学
生
は
割
引

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
誕
生
日
割
引　

誕
生
日
の
人
は
入

浴
料
が
無
料
（
要
証
明
）

【
薬
湯
の
日
】

◇
女　

湯　

毎
週
月
曜
日

◇
男　

湯　

毎
週
水
曜
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
４
０
６
０

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
情
報

【
ダ
ン
ボ
ー
ル
遊
園
地
２
０
１
９
】

▼
と　

き

　

５
月
６
日
（
月
・
祝
）
ま
で

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
（
入
場
終

了
は
午
後
４
時
30
分
）

※
４
月
８
日（
月
）〜
４
月
26
日（
金
）

　

は
土
・
日
の
み
開
催
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ　

１
Ｆ
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
料　

金

◇
当
日
券　

６
０
０
円

※
別
途
料
金
が
必
要
な
ア
ト
ラ
ク
シ

　

ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。

※
開
催
期
間
中
の
土
・
日
・
祝
日
に

　

は
、
夢
み
な
と
工
房
（
午
前
10
時

　

〜
午
後
４
時
）
も
同
時
開
催
し
ま

　

す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
３
８
０
０

市

民

運

動

会

　

市
民
運
動
会
は
、
毎
年
５
月
の
第

２
日
曜
日
に
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き
（
市
内
全
校
区
）

　

５
月
12
日
（
日
）

▼
と
こ
ろ　

各
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
少
雨
時
の
開
催
の
判
断
や
、
中
止

　

時
の
予
備
開
催
日
の
設
定
は
、
各

　

地
区
で
決
定
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
連
合
会
事
務
局
（
自
治
防
災

課
内
）　　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
３

済
生
会
境
港
総
合
病
院
講
演
会

　

ど
な
た
で
も
聴
講
で
き
ま
す
の

で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

４
月
12
日
（
金
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

▼
と
こ
ろ

済
生
会
境
港
総
合
病
院
２
階
会
議
室

▼
内　

容

◇
演　

題

　

あ
な
た
の
食
道
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？

◇
講　

師

　

佐
々
木
祐
一
郎
さ
ん（
診
療
部
長
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

済
生
会
境
港
総
合
病
院
地
域
医
療

連
携
室　
　
　
　

☎
42
‐
３
１
６
１

精
神
障
が
い
者
家
族
会
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
学
習
会

　

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と　

き　

５
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
11
時
〜
正
午

※
家
族
会
の
総
会
終
了
後
に
行
い
ま

　

す
の
で
、
受
け
付
け
は
午
前
10
時

45
分
か
ら
開
始
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
講　

師

浜
見
慶
樹
さ
ん
（
特
定
非
営
利
活

動
法
人
コ
ー
カ
ラ
健
康
塾
塾
長
）

▼
テ
ー
マ

　

笑
っ
て
、
歌
っ
て
、
踊
っ
て
、
こ

こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

▼
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
３

原
子
力
防
災
現
地
研
修
会（
見
学
会
）

▼
と　

き　

４
月
20
日
（
土
）

◇
出
発　

午
前
９
時
40
分

◇
解
散　

午
後
４
時
20
分

▼
見
学
施
設

◇
島
根
県
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー
、

◇
島
根
原
子
力
発
電
所
（
バ
ス
車
内

　

か
ら
見
学
）

▼
集
合
場
所

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
前

▼
募
集
人
数
（
先
着
順
）

40
人

▼
応
募
方
法

　

は
が
き
に
参
加
さ
れ
る
す
べ
て

の
人
の
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

電
話
番
号
、
生
年
月
日
を
記
入
の
う

え
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

は
が
き
１
枚
で
４
人
ま
で
応
募
で

き
ま
す
。
電
話
や
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、

電
子
メ
ー
ル
で
も
応
募
可
能
で
す
。

▼
応
募
期
限

　

４
月
12
日
（
金
）
必
着

▼
注
意
事
項

◇
参
加
費
は
無
料
で
す
。
昼
食
は
用

　

意
し
ま
す
。

◇
見
学
に
は
本
人
確
認
書
類
が
必
要

　

で
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
８
０
‐
８
５
７
０

　

鳥
取
市
東
町
一
丁
目
２
７
１

　

鳥
取
県
危
機
管
理
局
原
子
力
安
全

対
策
課

　
　

☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
９
７
３

FAX

０
８
５
７
‐
26
‐
８
８
０
５

 genshiryoku-anzen@pref.tottori.lg.jp

Mail

催催 

しし

25 平成３１年４月



informationinformationinformationinformation

こ
ど
も
読
書
週
間
事
業

い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
う

▼
と　

き　

４
月
27
日
（
土
）

　
　
　

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

市
民
図
書
館

▼
内　

容

◇
絵
本
の
読
み
き
か
せ
と
紙
芝
居

◇
工
作
（
豆
本
づ
く
り
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
図
書
館

　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
９
９

玉た
ま

栄え

丸ま
る

慰
霊
碑
献
花
式

　

昭
和
20
年
４
月
23
日
に
起
こ
っ
た

旧
日
本
陸
軍
徴
用
船
「
玉
栄
丸
」
の

爆
発
事
故
か
ら
今
年
で
74
年
に
な
り

ま
す
。

　

こ
の
悲
惨
な
事
故
の
忌
ま
わ
し
い

記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、

犠
牲
者
の
霊
を
慰
め
る
献
花
式
を
次

の
通
り
行
い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん

の
ご
参
列
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
と　

き　

４
月
23
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
７
時
40
分

▼
と
こ
ろ　

大
正
町
岸
壁

※
慰
霊
碑
は
Ｊ
Ｒ
境
港
駅
前
駐
車
場

　

の
東
隣
に
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
４

行
政
事
務
嘱
託
職
員
（
非
常
勤
）

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
窓
口
で
配
布

の
実
施
要
項
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
職
種
・
人
数

◇
保
育
士
（
期
間
業
務
）　　

２
人

◇
家
庭
相
談
員　
　
　
　
　
　

１
人

◇
生
活
保
護
就
労
支
援
員　
　

１
人

◇
環
境
整
備
員
（
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

　

タ
ー
）　　
　
　
　
　
　
　

１
人

◇
公
民
館
主
事　
　
　
　
　
　

１
人

▼
年
齢
・
資
格
要
件
等

　

各
職
種
の
実
施
要
項
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

▼
採
用
予
定
日　

５
月
１
日
（
水
）

▼
応
募
期
限　
　

４
月
15
日
（
月
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
職
員
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
０
９

Ｓ
ｅ
ａ

級
グ
ル
メ

全
国
大
会
の
出
店
団
体

10
月
19
日
（
土
）・
20
日
（
日
）

に
新
潟
県
佐
渡
市
で
開
催
さ
れ
る
、

Ｓ
ｅ
ａ
（
海
）
の
素
材
を
使
っ
た
グ

ル
メ
イ
ベ
ン
ト
へ
出
店
す
る
団
体
を

募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
団
体
・
審
査
方
法

　

次
の
い
ず
れ
か
ひ
と
つ
に
該
当
す

る
団
体
を
対
象
に
、
市
の
審
査
基
準

に
基
づ
き
出
店
団
体
を
決
定
し
ま

す
。

①
「
み
ん
な
で
選
ぶ
境
港
の
水
産
加

　

工
大
賞
」
出
店
者

②
境
港
産
の
海
産
物
の
普
及
を
目
的

　

に
活
動
す
る
団
体
で
、
市
内
の
食

　

イ
ベ
ン
ト
に
出
店
経
験
が
あ
る
市

　

内
団
体

③
境
港
産
の
海
産
物
を
メ
イ
ン
食
材

　

に
使
っ
た
ご
当
地
グ
ル
メ
を
販
売

　

す
る
、
市
内
飲
食
店

④
境
港
産
の
海
産
物
の
食
育
活
動
に

　

取
り
組
ん
で
い
る
、
市
内
団
体

▼
参
加
補
助
金

　

出
店
団
体
に
は
、
旅
費
お
よ
び
機

　

器
の
レ
ン
タ
ル
料
等
の
一
部
に
つ

　

い
て
、
40
万
円
を
上
限
に
補
助
し

　

ま
す
。

▼
応
募
方
法

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
窓
口
に

設
置
の
応
募
用
紙
に
、
必
要
事
項
を

記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
出
店
団
体
数　

２
団
体

▼
応
募
期
限

　

４
月
26
日
（
金
）（
必
着
）

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
整
備
課
港
湾
空
港
対
策
室

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
７

男

女

共

同

参

画

推
進
審
議
会
委
員

　

男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
等
の
調

査
・
審
議
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
く
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対　

象

　

市
内
在
住
の
満
18
歳
以
上
で
、
平

日
の
昼
間
に
開
催
さ
れ
る
会
議
に
出

席
で
き
る
人
。

※
会
議
は
年
間
２
回
程
度

▼
募
集
人
員　

若
干
名

▼
任　

期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

▼
応
募
方
法

　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
明
記
の
う
え
、「
男
女
共
同
参

画
社
会
を
め
ざ
し
て
」
と
題
し
た
、

４
０
０
字
程
度
の
作
文
を
添
え
て
、

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。（
書
式
自
由
）

※
選
考
の
う
え
、
決
定
し
ま
す
。

▼
応
募
期
限　

４
月
26
日
（
金
）

　

持
参
、
郵
送
、
ま
た
は
電
子
メ
ー

ル
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
８
４
―
８
５
０
１

　

境
港
市
上
道
町
３
０
０
０

　

地
域
振
興
課
人
権
政
策
室

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
１
０
２

 chiikishinkou@city.sakaim
inato.lg.jp

※
「
第
３
次
境
港
市
男
女
共
同
参
画

　

推
進
計
画
」
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

で
公
開
し
て
い
ま
す
。
概
要
版
は

　

公
民
館
等
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

消

防

団

員

　

境
港
市
消
防
団
は
、
そ
れ
ぞ
れ
仕

事
を
も
ち
な
が
ら
「
自
分
た
ち
の
地

域
は
、
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う

精
神
に
基
づ
き
、
火
災
や
風
水
害
な

ど
の
災
害
防
御
、
救
助
救
出
活
動
の

ほ
か
、
火
災
予
防
活
動
、
各
種
訓
練

を
行
い
「
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
」

と
し
て
市
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産

を
守
る
た
め
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

▼
入
団
資
格

　

市
内
に
居
住
・
勤
務
す
る
18
歳
以

上
の
健
康
な
男
女

※
入
団
後
は
消
防
団
本
部
ま
た
は
各

　

地
区
の
分
団
に
所
属
し
ま
す
。

▼
勤
務
概
要

◇
災
害
現
場
に
お
け
る
消
火
活
動
、

　

平
時
の
各
種
訓
練
参
加

◇
火
災
予
防
、
地
域
防
災
な
ど
の
広

　

報
・
啓
発
活
動

◇
応
急
手
当
普
及
啓
発
活
動
、
消
防

　

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

▼
そ
の
他

◇
消
防
団
員
の
身
分
は
非
常
勤
特
別

　

職
の
地
方
公
務
員
と
な
り
ま
す
。

◇
活
動
に
必
要
な
被
服
な
ど
を
貸
与

　

し
ま
す
。

◇
功
労
に
応
じ
た
表
彰
制
度
が
あ
り

　

ま
す
。

◇
消
防
団
活
動
中
に
負
傷
し
た
場
合
、

　

公
務
災
害
と
し
て
補
償
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
防
災
課
自
治
防
災
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
３

Mail

募募 

集集
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慰
霊
巡
拝
参
加
者

　

平
成
31
年
度
の
慰
霊
巡
礼
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。
先
の
大
戦
で
親

族
を
亡
く
さ
れ
た
遺
族
を
対
象
に
、

厚
生
労
働
省
が
実
施
し
ま
す
。
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
地
域

　

ア
ラ
ス
カ
州
（
ア
ッ
ツ
島
）、
モ

ン
ゴ
ル
国
、
旧
ソ
連
（
イ
ル
ク
ー
ツ

ク
州
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
、
沿
海

地
方
）、中
国（
東
北
地
方
）、南
方（
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、

イ
ン
ド
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
硫
黄
島
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
４

市

民

後

見

人

養
成
講
座
受
講
者

　

身
近
な
立
場
か
ら
成
年
後
見
制
度

を
必
要
と
す
る
高
齢
者
や
知
的
・
精

神
障
が
い
の
あ
る
人
等
を
支
え
る

「
市
民
後
見
人
」
を
養
成
す
る
た
め

の
講
座
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対　

象

◇
４
月
１
日
現
在
で
、
満
20
歳
以
上

　

の
鳥
取
県
西
部
地
域
に
お
住
ま
い

　

の
人

◇
す
べ
て
の
講
座
（
５
月
25
日
（
土
）

　

か
ら
来
年
３
月
ま
で
月
１
回
、
土

　

曜
日
開
催
）
を
受
講
で
き
る
見
込

　

み
の
人

◇
成
年
後
見
制
度
お
よ
び
高
齢
者
や

　

障
が
い
者
に
対
す
る
福
祉
活
動
に

　

理
解
と
熱
意
が
あ
り
、
市
民
後
見

　

人
と
し
て
活
動
す
る
意
思
の
あ
る

　

人
▼
応
募
方
法

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

提
出
先
ま
で
郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま

た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
長
寿
社
会
課
で
お
渡
し

　

し
ま
す
。

▼
募
集
期
限

　

５
月
21
日
（
火
）
当
日
消
印
有
効

▼
受
講
料　

無
料

▼
定　

員　

25
人

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
８
３
‐
０
８
１
１

　

米
子
市
錦
町
１
丁
目
１
３
９
番
地

３　

米
子
市
福
祉
保
健
相
談
セ
ン
タ

ー
内

　

西
部
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
う

え
る
か
む　
　
　

☎
21
‐
５
０
９
２

　
　
　
　
　
　
　

FAX

21
‐
５
０
９
４

第　

回
境
港
市
ピ
ア
ノ

コ
ン
ク
ー
ル
出
場
者

▼
応
募
資
格

◇
市
内
在
住
ま
た
は
在
校
の
小
・
中
・

　

高
校
生

◇
米
子
市
在
住
の
高
校
生

▼
と　

き　

７
月
15
日
（
月
・
祝
）

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
参
加
料　

４
千
円

▼
申
込
期
間

　

４
月
26
日
（
金
）

　
　

〜
５
月
31
日
（
金
）
午
後
５
時

※
郵
送
の
場
合
は
当
日
の
消
印
有
効

▼
申
し
込
み
方
法

　

所
定
の
申
込
用
紙
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
９
３

市
美
術
展
覧
会
連
携
企
画

子
ど
も
絵
画
教
室
参
加
者

　

絵
画
の
基
礎
を
教
わ
り
な
が
ら
、

絵
画
作
品
を
作
り
ま
す
。

　

完
成
し
た
作
品
は
、
５
月
25
日

（
土
）
か
ら
開
催
す
る
市
美
術
展
覧

会
で
展
示
し
ま
す
。

▼
対　

象

　

市
内
在
住
の
小
・
中
学
生

※
保
護
者
の
同
伴
も
可
能
で
す
。

▼
と　

き　

４
月
14
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
と
こ
ろ　

上
道
公
民
館
集
会
室

▼
参
加
費　

無
料

▼
持
参
す
る
物　

ク
レ
パ
ス

▼
申
込
期
限　

４
月
11
日
（
木
）

▼
申
し
込
み
方
法

　

電
話
ま
た
は
窓
口
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
９
２

中
国
語
講
座
受
講
生

　

市
内
で
開
催
さ
れ
る
中
国
語
講
座

の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

初
心
者
か
ら
中
級
者
を
対
象
に
日

常
会
話
、
応
用
編
を
学
習
し
ま
す
。

▼
と　

き　

毎
週
金
曜
日

　
　
　
　
　

午
後
８
時
〜
10
時

※
初
回
は
５
月
10
日
（
金
）
に
行
い

　

ま
す
。

※
祝
日
は
休
講
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ　

境
公
民
館

▼
講　

師　

市
国
際
交
流
員

▼
受
講
料　

無
料

※
各
自
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
ま
い
に
ち

　

中
国
語
４
月
号
」
を
ご
用
意
く
だ

　

さ
い
。

▼
募
集
人
数　

若
干
名

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
中
国
文
化
研
究
会　

門
脇
京

子
さ
ん

☎
０
９
０
‐
４
６
５
３
‐
８
７
８
２

精
神
障
が
い
者
家
族

相

談

ダ

イ

ヤ

ル

　

精
神
障
が
い
者
の
家
族
に
よ
る
家

族
の
た
め
の
電
話
相
談
で
す
。

▼
相
談
日
時

　

毎
月
第
１
・
３
木
曜
日

　

午
後
１
時
〜
４
時
（
１
月
１
日
〜

１
月
３
日
は
除
く
）

▼
電
話
番
号

☎
０
９
０
‐
３
８
８
０
‐
３
４
９
８

▼
実
施
者

　

鳥
取
県
精
神
障
害
者
家
族
会
連
合

会

▼
そ
の
他

◇
相
談
料
は
無
料
で
す
。（
通
話
料

　

は
別
途
掛
か
り
ま
す
）

◇
匿
名
で
も
相
談
可
能
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
精
神
障
害
者
家
族
会
連
合

会
（
鳥
取
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
）

　
　

☎
０
８
５
７
‐
21
‐
３
０
３
１

納

税

相

談

　

災
害
、病
気
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

や
む
を
得
ず
納
期
限
ま
で
に
市
税
を

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

は
、
申
請
に
よ
り
差
押
え
や
財
産
の

換
価
（
売
却
）
が
猶
予
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
の
で
相
談
く
だ
さ
い
。

【
夜
間
の
納
税
相
談
】

　

平
日
の
昼
間
に
仕
事
な
ど
で
、
市

税
の
納
付
や
相
談
に
来
ら
れ
な
い
人

は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

　

４
月
26
日
（
金
）、５
月
31
日
（
金
）

　

午
後
５
時
15
分
〜
８
時

▼
と
こ
ろ　

収
税
課
窓
口

▼
取
り
扱
い
税
目

　

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

※
納
税
通
知
書
等
を
紛
失
し
、
納
め

　

る
金
額
が
わ
か
ら
な
い
人
は
あ
ら

　

か
じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

収
税
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
０

相相  

談談
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認定こども園　美　哉　幼　稚　園
【わくわくクラブ「大きな紙にらくがきしよう！！」】

▼と　き　４月２５日（木）　午前１０時～お昼ごろ

※汚れても良い服装でお越しください。

【子ども花まつり】

▼と　き　５月８日（水）　午前１０時３０分～

【わくわくクラブ「こいのぼり運動会」】

▼と　き　５月１６日（木）　午前１０時～お昼ごろ

※５月９日（木）までに事前予約が必要です。

【園庭・えほん館開放】

　毎日、園庭とえほん館を開放し、未就園児にも絵本の

貸し出しをしています。

▼問い合わせ先　美哉幼稚園　☎４２－２８３９

聖心幼稚園 にこにこひろば
　未就園児・在園児親子を対象に下記の催しがあります。

【園庭開放】
▼と　き　◇平　日　午前１０時～正午

　　　　　◇土曜日　午前９時～正午

【園舎開放】

▼と　き　◇土曜日　午前９時～正午

▼問い合わせ先　聖心幼稚園　☎４２－２０４０

子育てひろば

内容についての詳細は、各施設に直接お問い合わせください。

記事中に特に明記がない場合、会場は問い合わせ先と同じです。

地域子育て支援センター「ひまわり」
臨 時 休 館 の お 知 ら せ
　地域子育て支援センターひまわりは、大型連休中は開館

し、振り替え休館を次のとおり行います。

▼大型連休中の開館日　４月２７日（土）～５月６日（月・振休）

▼休館日　５月７日（火）～１０日（金）

※休館中はこども支援センターきらきら（竹内町５５０番

　地１）をご利用ください。

▼問い合わせ先

◇子育て支援課育児支援係　☎４７－１０７５・１０７７

◇地域子育て支援センター「ひまわり」☎２１－８１０３

ファミリー・サポート・センター
利 用 料 助 成
市では、安心して子育てができるよう、次の対象者に利

用料を助成しています。

▼対象者（次のいずれかに該当する人）

　◇児童扶養手当を受給している世帯の人

　◇市民税が非課税世帯の人

　◇在宅で０歳児（３カ月～１２カ月）を育児中の人

　　※保育園等を利用する人を除きます。

▼助成額

　境港市社会福祉協議会からの助成金を引いた額の半額

▼申請場所　子育て支援課

▼提出物

　◇申請書　　※印章が必要です。

　◇援助活動報告書の写し

　◇通帳等、振込先口座がわかるもの

【以下は該当する場合に提出してください】

　◇市民税非課税世帯…市民税の課税証明書

　◇児童扶養手当受給世帯…児童扶養手当証書の写し

　※市民税の課税証明書、児童扶養手当証書の写しは、

　　公簿等で確認できる場合には提出を省略できます。

▼問い合わせ先

子育て支援課育児支援係　☎４７－１０７５・１０７７

子育て世代訪問支援事業
　市では、日々子育てに頑張っている家庭に子育て経験者

等を派遣し、抱えている悩みを聞いたり、一緒に育児や家

事をしながら、子育ての負担軽減やストレス解消、育児へ

の自信をつけていただくプログラムを行っています。

▼どんなことをするの（例）

　◇食事（離乳食）を一緒に作る

　◇赤ちゃんの沐浴やおむつ交換を一緒に行う

　◇子育てについての思いや悩みを相談

▼支援員募集

　子育てを応援したい人、自分の経験を生かして活躍した

い人の参加をお待ちしています。

　支援員になるためには所定の研修会に参加していただく

必要があります。詳しくはお問い合わせください。

▼問い合わせ先

子育て支援課育児支援係　☎４７－１０７５・１０７７

【その他の子育て情報】
　子育て広場に掲載されていない、その他の子育てに関す

る情報については、本紙の２１ページ、２２ページをご覧

ください。
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☆乳幼児健康診査・相談の日程
内　容 と　き 対　象 会場・問い合わせ先

６カ月児
健康診査

 4 月 24 日（水）
12：45 ／ 13：15

平成 30 年 9 月生まれの幼児

健康推進課　☎ 47-1042

※妊活相談以外は、
　母子健康手帳を持参

会場：保健相談センター

 5 月 29 日（水） 平成 30 年 10 月生まれの幼児

１歳６カ月児
健康診査

 4 月 25 日（木）
12：50 ／ 13：25

平成 29 年 9 月生まれの幼児

 5 月  9 日（木） 平成 29 年 10 月生まれの幼児

３歳児
健康診査

 4 月 18 日（木）
12：45 ／ 13：15

平成 28 年 3 月生まれの幼児

 5 月 16 日（木） 平成 28 年 4 月生まれの幼児

妊産婦・乳幼児
健康相談  4 月 9 日（火）

 6 月 4 日（火）

9:30 ～ 12:00（受付 10:30 まで）妊産婦・乳幼児と保護者

離乳食講習会
10:00 ～ 10:40（5 ～ 8 カ月児）
10:50～11:30（9カ月～1歳6カ月児）

５カ月～１歳６カ月児と
保護者

子育て相談
 毎日　8：30 ～ 17：15
 ※「きらきら」は土・日曜日・祝祭日を除く
 　「ひまわり」は木曜日を除く

乳幼児と保護者

こども支援センター
 「きらきら」☎ 45-0116

地域子育て支援センター
 「ひまわり」☎ 21-8103

内　容 と　き ところ

絵本とおはなしの部屋
（おはなしポケットの会）

毎月第１土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（本館）

毎月第３金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

絵本と紙しばいを楽しむ会
（朗読なぎさ会）

毎月第２土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（本館）

毎月第１金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

おしゃべりたんぽぽおはなし会
（おしゃべりたんぽぽ）

毎月第３土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（本館）

毎月第４金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

親子で絵本を楽しむ会
（境港親と子どもの劇場）

毎週水曜日
※５月８日はお休みします。

11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

☆おはなし広場
絵本やお話を楽しみませんか。妊婦さんの参加もお待ちしています。

▼問い合わせ先　生涯学習課生涯学習係　☎４７－１０９１

おむつ利用券のご案内
　１歳未満のお子さんを対象に、３カ月毎におむつ利

用券（１回の申請につき３，０００円分）を交付して

います。４月の対象者は下記のとおりです。申請がま

だの人は、お早めに窓口までお越しください。

※お子さんの誕生月が平成３０年５月、８月、１１月

　の人は、５月７日（火）が申請期限です

　ので、ご注意ください。

※平成３０年９月、１０月生まれのお子さんの場合、

　６カ月児健康診査の際にも申請できます。

▼申請に必要なもの　◇母子手帳

　　　　　　　　　　◇印章（初回の人のみ）

▼申請・問い合わせ先

　子育て支援課育児支援係　☎４７－１０７７

お子さんの誕生月 参　考

１回目
平成 30 年 11 月

　　　～平成 31 年 1 月
出生月の３～５カ月後

２回目 平成 30 年 8 月～ 10 月 出生月の６～８カ月後

３回目 平成 30 年 5 月～ 7月 出生月の９～１１カ月後

き ら き ら・ ひ ま わ り 情 報
【おおきくなったね！】※事前申し込み不要

▼対　象　乳幼児と保護者

▼と　き　４月１６日（火）

　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼内　容　４月生まれの誕生会・親子ふれあい遊び・

　　　　　おはなし会・歌・身体計測・手形・足形など

【きらきらタイム】

▼と　き　毎週木曜日　午前１１時～

▼ところ　こども支援センター「きらきら」

【ひまわりタイム】

▼と　き　毎週火曜日　午前１０時３０分～

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

※第２週は４月８日（月）に開催します。

▼問い合わせ先

　◇こども支援センター「きらきら」 　☎４５－０１１６

　◇地域子育て支援センター「ひまわり」　 ☎２１－８１０３
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図書館に行こう図書館に行こう！！
と 　　　しょ　　　かん　　　　　　　　いと 　　　しょ　　　かん　　　　　　　　い

　ソフトクリームを食
た

べたら歯
は

が痛
いた

い。もしかして虫
むし

歯
ば

？虫
むし

歯
ば

はソフトクリームが大
だい

好
す

き。で

も虫
むし

歯
ば

が虫
むし

歯
ば

になるなんて。つ

い虫
むし

歯
ば

を治
なお

したくなる絵
え

本
ほん

。

表
ひょう

紙
し

の絵
え

にびっくり。なにか

がこっちを見
み

ています。ある家
いえ

のひんやりくらい押
おし

入
い

れの中
なか

に、

おしいれじいさんがこっそり住
す

んでいます。

今
こん

月
げつ

の新
しん

規
き

・寄
き

贈
ぞう

図
と

書
しょ

◇お正
しょう

月
がつ

がやってくる（絵
え

本
ほん

）

（秋
あき

山
やま

とも子
こ

）

◇大
おお

雪
ゆき

（絵
え

本
ほん

）　　　（ゼリーナヘンツ）

◇ダム（絵
え

本
ほん

）　（デビッドアーモンド）

◇ぶうぶうママ（絵
え

本
ほん

）　　（小
しょう

路
じ

智
とも

子
こ

）

◇たぬきのおもち（絵
え

本
ほん

）（せなけいこ）

◇新
しん

刊
かん

　フラミンゴ　　　　（京
きょう

田
だ

千
ち

衛
え

）

◇跳
と

ぶ男
おとこ

　　　　　　　　　（青
あお

山
やま

文
ぶん

平
ぺい

）

◇フーガはユーガ　　　　（伊
い

坂
さか

幸
こう

太
た

郎
ろう

）

◇ニムロッド　　　　　　　（上
うえ

田
だ

岳
たか

弘
ひろ

）

◇おばちゃん介
かい

護
ご

道
どう

　　　（山
やま

口
ぐち

恵
え

以
い

子
こ

）

◇ガザに地
ち

下
か

鉄
てつ

が走
はし

る日
ひ

　　　（岡
おか

真
ま

理
り

）

◇対
たい

話
わ

のことば　　　　　　　（井
い

庭
ば

崇
たかし

）

◇ホモ・デウス

　　　　　　（ユヴァル・ノア・ハラリ）

◇樹
き

木
き

希
き

林
りん

１２０の遺
ゆい

言
ごん

　　（樹
き

木
き

希
き

林
りん

）

◇ビレッジプライド　　　　（寺
てら

本
もと

英
えい

仁
じ

）

◇官
かん

僚
りょう

の掟
おきて

　　　　　　　　　（佐
さ

藤
とう

優
まさる

）

　　　ほか、計
けい

１４０冊
さつ

☆貸
かしだしさっすう

出冊数・期
きかん

間　　　１
ひとり

人５冊
さつ

・２週
しゅうかん

間

市
し

民
みん

図
と

書
しょ

館
かん

　☎４７－１０９９

◆開
かい

館
かん

時
じ

間
かん

午
ご

前
ぜん

９時
じ

３０分
ぷん

～午
ご

後
ご

６時
じ

３０分
ぷん

　　　　　【土
ど

・日
にち

・祝
しゅく

日
じつ

は午
ご

後
ご

６時
じ

閉
へい

館
かん

】

◆休
きゅう

館
かん

日
び

　　毎
まい

月
つき

第
だい

２木
もく

曜
よう

日
び

・毎
まい

月
げつ

末
まつ

◆ホームページアドレス

 http://lib.city.sakaiminato.tottori.jp/

こ
ま
っ
た　

虫む

し

歯ば

（
絵え

本ほ

ん

）

長な

が

田た

真し

ん

作さ

く

お
し
い
れ　

じ
い
さ
ん

（
児じ

童ど
う

書し
ょ

）　
　

尾お

崎ざ
き

玄げ
ん

一い
ち

郎ろ
う

木き
の

下し
た

サ
ー
カ
ス
四よ

ん

代だ
い

記き

山や
ま

岡お
か

淳
じ
ゅ
ん

一い
ち

郎ろ
う

「
演え

ん

劇げ
き

の
街ま

ち

」
を
つ
く
っ
た
男

お
と
こ

徳と
く

永
な
が

京
き
ょ
う

子こ

年
ねん

間
かん

１２０万
まん

人
にん

の観
かん

客
きゃく

動
どう

員
いん

数
すう

を誇
ほこ

る木
きの

下
した

サーカスは、世
せ

界
かい

で

１、２を争
あらそ

うトップ集
しゅう

団
だん

。「１

場
ば

所
しょ

、２根
こん

、３ネタ」を経
けい

営
えい

の

三
さん

本
ぼん

柱
ばしら

に、ビジネスモデルを構
こう

築
ちく

している。

本
ほん

多
だ

劇
げき

場
じょう

グループの８つの劇
げき

場
じょう

は、いずれも席
せき

数
すう

は４００弱
じゃく

だが、そのすべてが予
よ

約
やく

でいっ

ぱい。芝
しば

居
い

のために私
し

財
ざい

を投
な

げ

打
う

ち、街
まち

を変
か

えた男
おとこ

、本
ほん

多
だ

一
かず

夫
お

。

市民図書館１階は通常通り開館しています！ぜひご利用ください。

清掃センター・リサイクルセンターからの清掃センター・リサイクルセンターからの
お　知　ら　せお　知　ら　せ

◎大型連休中のごみの収集・搬入については、
　「大型連休中の業務のお知らせ」（５ページ）
　をご覧ください。

◎毎月第３日曜日 
　≪家庭系ごみの受け入れ≫
 　４月２１日（午前９時～正午）

▼問い合わせ先
◇清掃センター　　　　☎４２－３８０３

　◇リサイクルセンター　☎４５－８６２６

市 民 農 園 利 用 者 募 集

　市では市民の皆さんに農業に親しんでも

うらため、市内３カ所（中浜・竹内・中野）

に市民農園を設けています。

　休日や余暇を利用して、野菜の栽培や収

穫の喜びを実感してみませんか。詳細はお

問い合わせください。

▼対　象

　市内在住の新規利用者

※１世帯につき１区画（１０坪＝約３３㎡）

　となります。

▼利用料金（年額）

　２３００～２５００円

▼申し込み・問い合わせ先

　農政課農業振興係　☎４７‐１０４９

市報さかいみなと 30



－境港市の人口－
　　　男　：16,485 人（－ 1）
　　　女　：17,654 人（－ 21）
　　合　計：34,139 人（－ 22）
　　世帯数：15,217 世帯（＋ 20）

　※平成 31 年 2 月末現在（）内は前月比

　※数値は外国人住民を含みます
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市 民 憲 章

防災行政無線が聞き取りにくいときは

　　テレフォンサービスをご利用ください！

☎０１２０－４４５－０４０
　　　　　　　　　　　（フリーダイヤル）

～市の花・市の木～

きく くろまつ

相談内容 と　き ところ・問い合わせ先

人　権　相　談
4月 11 日（木）
5月  9 日（木）

13：00 ～ 16：00
老人福祉センター(浜の里)
（問）鳥取地方法務局米子支局
　☎２２－６１６１

行　政　相　談
4月 12 日（金）
5月 10 日（金）

13：30 ～ 15：30

老人福祉センター(浜の里)
（問）鳥取行政監視
       行政相談センター
☎０８５７－２４－５５４１

心配ごと相談 4月 12 日（金） 13：30 ～ 15：30
老人福祉センター ( 浜の里 )
（問）社会福祉協議会
　☎４５－６１１６
※法律相談は予約が必
　要です（初回優先）

法　律　相　談
4月  5 日（金）
4月 19 日（金）
5月 10 日（金）

13：30 ～ 15：30

福　祉　相　談 随時相談受付  8：30 ～ 17：00

法　律　相　談
（相続・遺言、
不動産、多重
債務問題など）

4月 26 日（金） 18：00 ～ 20：00

米子コンベンションセンター
（問）鳥取県司法書士会
☎０８５７－２４－７０２４
※前日までに要予約

多重債務・法律
相  談  会

4 月 18 日（木） 13：30 ～ 16：00

米子コンベンションセンター
（問）市消費生活相談室
　☎４７－１１０６
※申し込みが必要です

相続・遺言相談
4月  9 日（火）
5月 14 日（火）

10：30 ～ 12：30
老人福祉センター(浜の里)
（問）鳥取県行政書士会
☎０８５７－２４－２７４４

家庭児童相談 月～金曜日 8：30 ～ 17：15
子育て支援課
　☎４７－１０７７

青少年相談 月～金曜日 8：30 ～ 17：00
青少年育成センター
　☎４７－５０１０

こころの相談
カウンセリング

4月 22 日（月） 14：00 ～ 16：00
健康推進課
　☎４７－１０４３
　※予約制

Ｄ　Ｖ　相　談

◇心と女性の相談担当　☎３１－９３０４
　受付時間：月～金曜日 8：30 ～ 17：15 ※緊急の場合にも対応
◇夜間休日電話相談窓口　☎０８５８－２６－９８０７
受付時間：夜間（毎日 17：15 ～ 8：30）、土日祝（8：30 ～ 17：15）

年金ダイヤル

ねんきんダイヤル（一般的な年金相談）
　☎０５７０－０５－１１６５
（月曜日 8：30 ～ 19：00、 火～金曜日 8：30 ～ 17：15、
  第２土曜日 9：30 ～ 16：00）

予約受付専用電話（来訪相談のご予約）
　☎０５７０－０５－４８９０　（月～金曜日 8：30 ～ 17：15）

（祝日は除く）くらしの相談日くらしの相談日

と　き 催事名 ところ 時　間 問い合わせ先 入場料・参加費

4月 18 日（木）   
～ 24 日（水）

黒ねこカンちゃん絵本原画ミニ展示
（絵本「その先と」の原画と本編の展示）

海とくらし
の史料館

9：30 ～
17：00 ※

海とくらしの史料館
☎ 44 ー 2000

作品展無料

4月 19 日（金）
サロンコンサート Vol.229
～ブルーグラスサウンドをあなたに～

文化ホール 19：30 ～
境港市文化振興財団
☎ 44 ー 1000

無料
（飲み物は有料）

4月 20 日（土）
5月  4 日（土）

古典講座「みんなで楽しく『万葉集』を読もう」
※ 4月 6日（土）はお休みです

上道公民館 14：30 ～
市民図書館
☎ 47 － 1099

無料

4月 21 日（日） 二星美紀・諏訪部匡司ジョイントコンサート 文化ホール 14：00 ～
実行委員会（諏訪部さん）
☎ 090 － 9706 ー 7522

一般 2500 円
（前売り 2000 円）
小中学生 500 円

4 月 27 日（土） 絵本と紙芝居の会と豆本づくり 市民図書館 14：30 ～ 市民図書館 無料

4月 27 日（土）
～ 5月 27 日（月）

マンボウ祭り（絵図・生態パネル展示など）
4/28 　絵本わらべ歌ライブ・マンボウパン販売など
5/3-4　澤井悦郎講演・マンボウ無料ふるまい　など

海とくらし
の史料館

9：30 ～
17：00 ※

海とくらしの史料館
大人 400 円
小中高生 100 円
幼児・70 歳以上無料

境港市文化振興財団ホームページアドレス
　http://sakaiminato-bunka.jp

文化施設催し物スケジュール

※最終入館 16：30

31 平成３１年４月
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市役所へのお問い合わせは…
市役所のどこへ問い合わせたらよいかわからない場合、
お気軽に右記の連絡先にご連絡ください。
　ご用件をお伺いし、担当部署へおつなぎします。

代表電話番号

　☎０８５９－４４－２１１１
代表ファクシミリ番号

　　  ０８５９－４４－３００１FAX

今月のげんきちゃん今月のげんきちゃん
みんな 元気いっぱい
 　　　　すくすく育ってね☆

主に６カ月健診で取材しています。このコーナーに掲載を希望される
人は、取材職員にお声かけください。また、直接の受け付けも行ってい
ますので、地域振興課までご連絡ください。

徳岡 蒼
そうた

大 ちゃん（H30.7.3 生） と

   お母さんの綾
あやの

乃 さん（夕日ヶ丘）

≪お子さんへのメッセージ≫
元気すくすく大きくなってね！

山田 新
しん

ちゃん（H30.7.2 生） と

   お母さんの久
く み こ

美子さん（財ノ木町）

  ≪お子さんへのメッセージ≫ 
   元気に育ってね

足立 優
う み

心 ちゃん（H30.7.21 生） と

   お母さんの詩
しおり

織 さん（上道町）

  ≪お子さんへのメッセージ≫ 
　元気に大きくなってね♪

　学校給食で人気メニューの一つ、鶏のカレー風味煮を紹介し
ます。鶏肉は、成長期の児童生徒に必要となるたんぱく質を多
く含む食品の一つです。また、カレー粉を使うことで食欲を高
めたり体を温めたりする効果も期待できるため、一年を通して
あらゆる献立に組み合わせています。
　給食センターでは、大きな調理 を使ってカレー風味煮を作
ります。1つの に約千人分の鶏肉と調味料を入れ、焦げない
ように火加減を調整しながら調理していきます。また、鶏肉の
味付けにむらができないよう、２人の調理員が大きなしゃもじ
を使ってテンポよく鶏肉を何度もひっくり返していきます。
　家庭で調理をする際は、しょうゆやみりんなどが焦げやすい
ため、焦げ防止のために少量の水を加えながら炒め煮していく
ことをおすすめします。
□作り方
①　鶏肉は一口大に切る。★の調味料を混ぜ合わせておく。
②　フライパンを火にかけ中火にし、①の鶏肉を入れて
　空炒りする。★の調味料と焦げ防止のために水を少量
　入れ、ふたをして弱火で煮る。時々肉をひっくり返し、
　味を全体に馴染ませる。鶏肉の中心まで火が通ってい
　ればふたをとる。
③　たれに水分が多い場合は、煮詰めて照りやとろみを
　つけて出来上がり。

□材料（４人前）
◇鶏もも肉　　２４０ｇ
◇水　　　　　　　適量
◇油　フライパンが焦げ
　やすい場合は使用する
★調味料
◇こいくちしょうゆ
　　　　　小さじ２／３

◇うすくちしょうゆ
　　　　　小さじ２／３
◇酒　　　　　小さじ１
◇みりん　小さじ２／３
◇カレー粉
　　　　　小さじ１／２
◇食塩　少々

鶏のカレー風味煮

【問い合わせ先】
　境港市学校給食センター
☎21－ 2111  FAX 21－ 2112

学校給食で人気メニュ の一つ 鶏のカレ 風味煮を紹介し

   12学校給食レシピ学学学学学今月
の

今月
の

※写真では、ブロッコリーを使ったサラダを添えています。


